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令和３年第６回 邑南町議会定例会（第３日目）会議録

１．招集年月日 令和３年９月６日（令和３年８月13日告示）

２．招集の場所 邑南町役場 議場

３．開 会 令和３年９月15日（水） 午前９時30分

散会 午後３時29分

４．応招議員

５．不応招議員 なし

６．出席議員 １３名

７．欠席議員 なし

８．地方自治法第１２１条第１項の規定により、説明のため会議に出席した者の職氏名

９．本会議に職務のため出席した者の氏名

議会事務局長 井上 義博 事務局調整監 小形 めぐみ

10．町長提出議案の題目 別紙のとおり

11．会議録署名議員の氏名

12．本日の会議の大要は別紙のとおりである。

議席 氏 名 議席 氏 名 議席 氏 名 議席 氏 名

１番 奈須 正宜 ２番 鍵本 亜紀 ３番 野田 佳文 ４番 日高八重美

５番 瀧田 均 ６番 平野 一成 ７番 和田 文雄 ８番 宮田 博

９番 漆谷 光夫 １０番 大屋 光宏 １１番 中村 昌史 １２番 辰田 直久

１３番 石橋 純二

議席 氏 名 議席 氏 名 議席 氏 名 議席 氏 名

１番 奈須 正宜 ２番 鍵本 亜紀 ３番 野田 佳文 ４番 日高八重美

５番 瀧田 均 ６番 平野 一成 ７番 和田 文雄 ８番 宮田 博

９番 漆谷 光夫 １０番 大屋 光宏 １１番 中村 昌史 １２番 辰田 直久

１３番 石橋 純二

議席 氏 名 議席 氏 名 議席 氏 名 議席 氏 名

議席 氏 名 議席 氏 名

11番 中村 昌史 12番 辰田 直久

職 名 氏 名 職 名 氏 名 職 名 氏 名

町 長 石橋 良治 副 町 長 日高 輝和 総務課長 三上 直樹

情報みらい創造課長 柳川 修司 地域みらい課長 田村 哲 財務課長 白須 寿

町民課長 小畑 芳秋 福祉課長 小笠原誠治 農林振興課長 大賀 定

商工観光課長 寺本 英仁 建設課長 上田 修 水道課長 三上 和彦

医療政策課 口羽 正彦 保健課長 土﨑しのぶ

羽須美支所長 上田 康典 瑞穂支所長 三浦 康孝

教 育 長 土居 達也 学校教育課長 高瀬 満晃 生涯学習課長 三上 徹

監査委員 森脇 義博
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令和３年第６回邑南町議会定例会議事日程（第３号）

令和３年９月15日（水）午前９時30分開議

開議宣告

議事日程の報告

日程第１ 会議録署名議員の指名

日程第２ 一般質問



- 3 -

令和３年第回 邑南町議会 定例会（第３日目） 会議録

【令和３年９月15日（水）】

―― 午前９時30分 開議 ――

～～～～～～～～○～～～～～～～～

開議宣告

●石橋議長（石橋純二） おはようございます。これより本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、あらかじめお手元に配布したとおりでございます。

～～～～～～～～○～～～～～～～～

日程第１ 会議録署名議員の指名

●石橋議長（石橋純二） 日程第１、会議録署名議員の指名をいたします。１１番

中村議員、１２番辰田議員、お願いをいたします。

～～～～～～～～○～～～～～～～～

日程第２ 一般質問

●石橋議長（石橋純二） 日程第２、一般質問。一般質問は、通告順に行います。

あらかじめ一般質問の順番を申し上げておきます。質問順位は、１番奈須議員、３番

野田議員、４番日高議員、８番宮田議員、９番漆谷議員、１０番大屋議員、１２番辰

田議員、７番和田議員、２番鍵本議員、５番瀧田議員、以上１０名でございます。こ

こで暫時休憩とさせていただきます。

―― 午前９時31分 休憩 ――

（Ｂグループ議員退席）

―― 午前９時32分 再開 ――

●石橋議長（石橋純二） 再開をいたします。それでは、通告順位第１号、奈須議
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員、登壇をお願いします。

（奈須議員登壇）

●奈須議員（奈須正宜） 議長。

●石橋議長（石橋純二） １番、奈須議員。

●奈須議員（奈須正宜） おはようございます。１番奈須正宜でございます。先日

来実施しております、邑南町の６４歳以下コロナワクチン接種につきましては、御尽

力により滞りなく実施されていること、まずもって感謝申し上げます。接種会場では

保健課をはじめとする、関係各所の方々の対応によりスムースな接種ができたこと、

働き盛り世代に考慮した遅い時間での接種や休日接種を行うことで、働き盛り世代が

仕事に支障をきたさず接種できたこと、感謝いたします。全国的に緊急事態宣言は延

長され、コロナ禍において、いまだ予断を許さない状況が続いております。昨日の新

聞に載っていましたが、日本のコロナワクチン接種２回目の接種率が５０．９％、島

根県では５３．１％、邑南町におきましては約８６％と非常に高く、町長の呼びかけ

と保健課並びに関係各所の方々の御尽力によるものだと思っております。今、未接種

の方の希望接種が行われておりますが、引き続きよろしくお願いいたします。６月の

一般質問でも申し上げましたが、私が議場に立つことにより、少しでも若い世代の方

が、町政へ興味関心を持っていただけたらと思っております。それでは提出しており

ます通告書に従いまして、次の４点について、質問及び提案をさせていただきます。

１、コロナ禍における商店、企業について。２、コロナワクチン接種について。３、

ＰＣＲ検査について。４、紙おむつのゴミ袋無料化についてでございます。それでは

１番目のコロナ禍における商店、企業についての質問に入らさしていただきます。６

月の一般質問において、コロナ禍における飲食店以外へも支援を考えていただきたい

と、質問させていただきました。邑南町としては、売上げは微減であり支援は考えて

おりません。今後も各事業所の状況や経済状況を注視して必要な対策を講じる、と答

弁いただきましたが、やはり全国的な飲食店の自粛により、特に飲食店に携わってい

る事業所をはじめ、他の事業所の方々からも売上げ減はもちろんですが、２年近く続

くコロナ禍による来店客の減少が、いつまで続くのだろうかと不安視し、対策を講じ

ていただきたいと意見をいただいております。各事業所を注視した結果、若しくは経

過についてお聞かせください。
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○寺本商工観光課長（寺本英仁） 議長、番外。

●石橋議長（石橋純二） 寺本商工観光課長。

○寺本商工観光課長（寺本英仁） 飲食店以外への支援について、商店街等を注視

した結果若しくは経過についてですが、９月９日の新聞報道で日銀松江支店は、７月

の山陰両県の金融経済動向について、新型コロナウイルス感染症の影響などから、厳

しい状況が続いているものの、基調としては持ち直しつつあると、６か月連続で同じ

表現の景気判断の概況を発表されました。しかし、本町では今年の７月下旬、新型コ

ロナウイルスの感染者が発表され、７日間で８名の感染がありました。また、島根県

でも数十名の感染者が、連日発表されています。全国的には８月に入り、緊急事態宣

言地域やまん延防止対象地域の拡大や期間の延長など新型コロナウイルスの感染状

況は、拡大の傾向が続いております。こうした状況を受けまして、今年における新型

コロナウイルスのまん延による、町内の経済状況への影響を調査する必要があると、

考えております。現在、調査方法、調査範囲を検討しているところでございます。

●奈須議員（奈須正宜） 議長。

●石橋議長（石橋純二） 奈須議員。

●奈須議員（奈須正宜） わかりました。今後も、各事業所の来客者数や経済状況

を注視し、必要な対策を講じるようよろしくお願いいたします。次の質問に入らせて

いただきます。商工会に加盟していない各事業所の方から、商工会に加盟していない

事業所も、邑南町としてはコロナ禍における影響を把握しているのかと、意見をいた

だいております。把握できているのかお聞かせください。

○寺本商工観光課長（寺本英仁） 議長、番外。

●石橋議長（石橋純二） 寺本商工観光課長。

○寺本商工観光課長（寺本英仁） 昨年のコロナの影響による、事業者の状況につ

きましては、主に商工会の会員事業所をもとに状況調査をし、６月議会に御説明をさ
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せていただきました。今年度につきましては現在のところ調査をしておりませんが、

先ほど申しましたとおり調査は必要と考えております。調査対象につきましては、昨

年同様商工会の会員事業所を中心に調査をしていくよう考えておりますが、邑南町の

商工会の加入率は、６２．５％聞いております。商工会に未加入の３８％の事業者に

ついても調査方法を検討し、全体の把握に努めてまいりたいと思っております。

●奈須議員（奈須正宜） 議長。

●石橋議長（石橋純二） 奈須議員。

●奈須議員（奈須正宜） 答弁のなかに商工会に加盟していない事業所が、３８％

と非常に多いということわかり、やはり商工会に加盟していない事業所から、コロナ

禍における影響を把握していただきたいと、意見をいただいておりますので、今後で

きる限り把握していただきますよう、よろしくお願いいたします。次の質問にはいら

させていただきます。１０月から、第２弾のＧｏＴｏＥａｔが始まる話も出ています

が、９月末で、第１弾のＧｏＴｏＥａｔの販売が終了し、４人以下での飲食を講じら

れている、飲食店の影響は把握できているか。また、今後対策を考えているかお聞か

せください。

○寺本商工観光課長（寺本英仁） 議長、番外。

●石橋議長（石橋純二） 寺本商工観光課長。

○寺本商工観光課長（寺本英仁） ＧｏＴｏＥａｔの販売終了や、４人以下での飲

食を講じられている、飲食店の影響の把握状況について御説明いたします。ＧｏＴｏ

Ｅａｔしまねの販売は、８月下旬に終了しましたが、御利用については９月までとな

っております。また、４人以下での飲食を、町からお願いさせていただいたのは、８

月３１日でございます。このような状況でございますので、この件に関しての大きな

影響があるかについては、まだ把握はしておりません。また、飲食店向けの給付金の

申請の受付を、現在おこなっておりますが、この件に関する影響は、現在のところ聞

いておりません。対策については、ＧｏＴｏＥａｔしまねの販売終了や、４人以下の

飲食店のみをもっての対象は考えてはいませんが、このような状況も含めた町のなか

の経済状況の調査について、検討をしているところでございます。また、新型コロナ
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ウイルスによる影響で、各事業所におかれましても厳しい状況にあると思いますが、

国や県がアフターコロナを見据えた、新事業展開などの補助金も創設されております

ので、そういった補助金の活用も御検討いただきながら、事業継続につなげていただ

ければと考えております。

●奈須議員（奈須正宜） 議長。

●石橋議長（石橋純二） 奈須議員。

●奈須議員（奈須正宜） 長く続くコロナ禍で４人以下での飲食は、非常に厳しい

対策を講じられていると思いますので、それにより８月３１日からということもあり

ますが、飲食店の方からやはり来店客もだいぶ少ない、という意見をいただいており

ます。今後の経済状況を注視して、必要な対策を講じていただけますよう、よろしく

お願いします。それでは、次のコロナワクチン接種について、質問させていただきま

す。全国的に保育園や小学校でも、コロナウイルス感染症のクラスターが発生し、親

も働きにいけなくなるという問題も発生しています。予防接種法により、公費による

１１歳以下のコロナワクチン接種は、対象外となっておりますが、海外では生後６か

月から１１歳の臨床試験も、実施されています。邑南町としては、１１歳以下のコロ

ナワクチン接種について、どう考えているか。また、接種を２回終了された方の３回

目のコロナ接種については、報道等でも言われていますが、どう考えていか。この２

点について、現時点でわかっていることがあれば、お聞かせください、

○土﨑保健課長（土﨑しのぶ） 議長、番外。

●石橋議長（石橋純二） 土﨑保健課長。

○土﨑保健課長（土﨑しのぶ） 邑南町における、新型コロナウイルスワクチン接

種につきましては、冒頭奈須議員がおっしゃられていたように、町内医療機関の御協

力によりまして、早期に接種体制が構築できたこと、また多くの町民の皆様が積極的

に接種を希望されたこと等により、直近の９月１１日現在の接種率が、８７.９％で

あり、国が示した目標よりも、約２か月早く集団接種を、一応完了することができま

した。１１歳以下のコロナワクチン接種につきましては、新型コロナウイルスワクチ

ンの接種は、予防接種法に基づきまして、厚生労働大臣の指示のもと、都道府県の協
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力により、市町村において実施するもので、国において薬事承認をされたワクチンし

か、使用することができません。それぞれのワクチンは承認の際、効果や安全性等の

科学的根拠にもとづいて、対象年齢が決められておりまして、当町で使用しておりま

す、ファイザー社のワクチンにつきましては、接種日に１２歳以上ということが、定

められておりますので、市町村の判断で対象年齢を、変更することはできません。３

回目のブースター接種についてですが、ワクチン接種事業を指揮する河野規制改革担

当大臣が、医療従事者など２回目接種完了から、８か月後に３回目の接種ができるよ

う、準備をしているとのコメントが流れ、また、保健政策を担当する厚生労働省も、

専門家で構成するワクチン分科会において、３回目接種の必要性の検討や接種体制、

接種対象範囲の検討を行うとの報道もあります。政府は来年分のモデルナワクチンの

追加契約を締結し、ファイザー社とも契約を締結する予定であると報道されておりま

すが、追加で確保するワクチンにつきましては、いずれも来年分であることから、本

格的な３回目接種が始まるのは、来年に入ってからではないかと、推測をしておりま

す。現段階で市町村に対して、３回目接種に関する情報はきておりません。邑南町と

しましては、３回目接種の方向性が示された場合、速やかに対応ができるよう、準備

をしていきたいと考えております。また、先ほど議員が言われましたように、町とし

ましては、まず２回の接種を確実に広めることも、重視しておりまして、現在、公立

邑智病院や町内診療所医師の御協力のもと、追加集団接種の機会をもって、未接種の

方にワクチン接種を呼びかけております。

●奈須議員（奈須正宜） 議長。

●石橋議長（石橋純二） 奈須議員。

●奈須議員（奈須正宜） 今後、新しい情報が入った際には、不安に思っておられ

る方も多いので、迅速な情報提供をしていただけますよう、よろしくお願いいたしま

す。次に、３番目のＰＣＲ検査について、質問させていただきます。濃厚接触者に該

当しない接触者に対しては、現在保健所のＰＣＲ検査の対象外になっています。接触

者に該当された町民の方から、自分も感染しているのではないかと不安に思う方や、

子育て世代の方から、子供に移して保育園や小学校でクラスターになってしまうかも

しれないから、不安だと意見をいただいております。また、個人負担でのＰＣＲ検査

は、ネットで買える簡易キッドで１万円前後、医療機関にかかると３万円前後するの

で、なかなか金額的にもできないと意見をいただいております。接触者に該当する方



- 9 -

で、ＰＣＲ検査を希望される方に、無症状感染者の感染拡大を防ぐためにも、無料で

ＰＣＲ検査をしていただきたいのですが、邑南町としてはどうお考えですか。お聞か

せてください。

○土﨑保健課長（土﨑しのぶ） 議長、番外。

●石橋議長（石橋純二） 土﨑保健課長。

○土﨑保健課長（土﨑しのぶ） 現在、新型コロナ感染者が発生した場合、医療機

関から提出された発生届けにもとづきまして、保健所が積極的疫学調査を行います。

その内容としましては、御本人の基本情報や体調等の臨床情報の確認、感染源や感染

経路を明確にして、クラスター発生を予測するための、発症１４日前から診断日まで

の行動調査、濃厚接触者や接触者を特定し、感染拡大を予防するための発症２日前か

らの行動調査などです。これら積極的疫学調査の結果によりまして、濃厚接触者、接

触者、非該当の見極めを行います。濃厚接触者及び接触者のなかで、感染の可能性が

疑われる方に対しては、行政検査としてＰＣＲ検査が行われています。たとえＰＣＲ

検査が陰性であっても、濃厚接触者に対してはほかの方との接触を控えて、１４日間

御自身で健康観察を行い、毎日保健所による状況確認が行われています。接触者に対

しては、患者との最終接触日から１４日間健康観察を行い、心配なことがあれば保健

所に相談していただき、必要に応じてＰＣＲ検査を実施をしております。これらの取

組は感染の発端を明確にして、かつ濃厚接触者や接触者のリストアップが適切に行わ

れるため、既に囲い込まれた範囲内での次の感染が発生するので、それ以上の感染に

は至らないというものです。患者さんと接触された方は、御自身が感染していないか

大変御心配なことはよくわかりますが、必要な方に対して、効率的にＰＣＲ検査を実

施するという体制ができておりますので、それ以外の希望者に対して、町としてＰＣ

Ｒ検査を実施するということは、今のところ考えておりません。

●奈須議員（奈須正宜） 議長。

●石橋議長（石橋純二） 奈須議員。

●奈須議員（奈須正宜） 答弁のなかに接触者の方に必要に応じて、ＰＣＲ検査を

実施するとあったんですが、その必要に応じてという部分の必要が、もしもわかれば
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教えてください。

○土﨑保健課長（土﨑しのぶ） 議長、番外。

●石橋議長（石橋純二） 土﨑保健課長。

○土﨑保健課長（土﨑しのぶ） 議員御質問の必要に応じてというところは、明確

な線引きはないというふうに、県のほうから伺っております。先ほど説明いたしまし

た、積極的疫学調査のなかで患者さんとの接触の状況等を総合的に鑑みて、ＰＣＲ検

査を行うかどうかというところを、県によって見極めをされて実施をされていると伺

っております。

●奈須議員（奈須正宜） 議長。

●石橋議長（石橋純二） 奈須議員。

●奈須議員（奈須正宜） 明確の線引きが県からないということで、接触者に該当

された方が、やはり不安に思っとられる方がおられますので、今後町独自として、し

ていかないといけないということになれば、考えていただけたらと思っております。

次に、４番目の紙おむつのゴミ袋無料化について、質問させていただきます。子育て

世代と家族介護を必要としている世帯の、経済的負担の軽減を図るため、紙おむつが

必要な乳児がいる世帯、寝たきり高齢者や障がい者がいる世帯には、一定枚数のゴミ

袋を無料交付する政策を提案します。近隣の浜田市においても、満１歳までの乳児が

いる世帯に燃えるゴミ専用袋１２０枚を支援する政策を実施されております。邑南町

としてはどうお考えですか。お聞かせください。

○小笠原福祉課長（小笠原誠治） 議長、番外。

●石橋議長（石橋純二） 小笠原福祉課長。

○小笠原福祉課長（小笠原誠治） 紙おむつのゴミ袋無料化の御提案に対してでご

ざいます。議員御提案に際し、他の自治体の状況も若干確認をしてみましたところ、

議員おっしゃいますように、浜田市での例をこちらの方でも確認をさせていただきま
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したし、北広島町の方でも要件や数量などが若干異なりますけども、そちらでも実施

されているということを、確認をしております。これらはいずれも子育て世帯の負担

軽減を、目的にしたものと聞いております。子育て世帯への負担軽減につきましては

形は異なりますが、邑南町といたしましても、安心して子育てできる環境づくりの一

つとして、保育料の減免をはじめとしまして、保育所での給食の無償化など、早くか

ら予算規模の面でも、重点的に取り組んでいるところでございます。そういったこと

もありまして、議員御提案と同様の施策を実施することは、現時点では予定をしてな

いわけでございますけども、子育て世帯の皆さんの負担感の軽減に対して、より効果

的な対策を模索していくということは、重要なことと考えておりますので、御意見を

参考にしまして、今後の研究課題とさせていただきたいと思っております。また、寝

たきりの高齢者や障がい者に関しても、これも近隣の自治体のところを、若干確認し

てみましたが、近隣では実施の自治体がなかなか見当たりませんでした。これに関し

ても経済的な負担軽減という点で申し上げますと、寝たきりの高齢者には、在宅で一

定要件に該当する方には、紙おむつ等の購入費用を助成する制度がありまして、障が

い者に関しても形は違いますけども、一定以上の障がい程度が認定されれば、本人や

家族に対する手当や給付制度によって、経済的な負担の軽減が図られておりまして、

これらの制度は定期的に町のほうでも広報誌などを通じて、周知にも努めているとこ

ろでございます。これらに関しましても負担軽減により効果的で対応可能な対策を、

今後も研究していきたいと思いますけども、もし先ほど申し上げました、既存の給付

制度が該当になる可能性があるにもかかわらず、給付に至ってないというふうな場合

などございましたら、福祉課または各支所の窓口のほうへ、御相談いただけたらとい

うふうに思います。よろしくお願いいたします。

●奈須議員（奈須正宜） 議長。

●石橋議長（石橋純二） 奈須議員。

●奈須議員（奈須正宜） 今後も、日本一の子育て村を目指しての政策として、よ

り若い世代の方が住みやすくなる邑南町になるよう、新たな政策を考えていただけた

らと考えますので、よろしくお願いいたします。時間は余っていますが、提出してお

ります四つすべての質問が終わりましたので、以上で一般質問を終わります。ありが

とうございました。
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●石橋議長（石橋純二） 以上で、奈須議員の一般質問は終了いたしました。ここ

で休憩に入らせていただきます。再開は午前１０時２５分といたします。

―― 午前10時４分 休憩 ――

―― 午前10時25分 再開 ――

●石橋議長（石橋純二） 再開をいたします。続きまして通告順位第２号、野田議

員登壇をお願いいたします。

（野田議員登壇）

●野田議員（野田佳文） 議長。

●石橋議長（石橋純二） ３番、野田議員。

●野田議員（野田佳文） おはようございます。３番野田です。コロナワクチンの

接種が進んでいますが、未だ以前のようにイベントを気軽に開催することができず、

邑南町の自然の中で、たたらについて学ぶ体験を８月に予定しておりましたが、新型

コロナウイルスの感染拡大を受け、オンライン体験に切り替え実施しました。地域資

源や自然資源をいかした体験は、邑南町の魅力の一つでありますので、今現在コロナ

の感染者数は減少傾向にありますが、油断せずコロナ対策をしたうえで、この秋に再

度予定しております。一般質問に入る前に、今回またＳＮＳという言葉を何度か使い

ますので、今一度ＳＮＳについて説明させていただきます。ＳＮＳとは、スマートフ

ォンやパソコンを使って、人間関係を構築することのできるオンライン上のコミュニ

ティ－サービスの総称です。ＳＮＳのＳ、ソーシャル。Ｎ、ネットワーキング。Ｓ、

サービスの略であり、ソーシャルは、社会のとか社会的な、ネットワークは放送網と

か情報網ということです。これらの意味から、社会的な情報網のつながりをもてるサ

ービスだということがいえて、具体的に説明しますと、情報の発信、収集、共有、拡

散、これは口コミということですが、あと同じ趣味を持つ人間同士の集まりなどの、

コミュニケーションに利用できるサービスであり、特に情報の共有、拡散力が圧倒的

に強く、会社や組織の広報としての利用も増えている、これがＳＮＳで、邑南町もツ

イッターとかされていると思っております。一つ目の質問にまいります。自然資源に
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関する質問です。邑南町ゼロカーボンシティ宣言ＣＯ₂排出削減のいい話のなかに、

邑南町の約８６％森林が占めるとありますように、山や滝など邑南町の自然資源をい

かした体験を行いたいと、常々思っておりますし、個人で森林浴コースを整備されて

いる町民の方もいらっしゃいます。邑南町まち・ひと・しごと創生総合戦略２０２０

の観光ビジョンの推進の中に、豊かな自然に着目し登山道の整備など、登山者目線で

受け入れ態勢を確立し、登山者誘致を図りますとあります。豊かな自然に着目しはよ

くわかります。登山道などの整備など、登山者目線で受け入れ態勢を確立し、登山者

誘致を図りますについて、町が整備するのか、登山者目線とは何か、どのように誘致

を図るのか、今後の計画について御答弁をお願いいたします。

○寺本商工観光課長（寺本英仁） 議長、番外。

●石橋議長（石橋純二） 寺本商工観光課長。

○寺本商工観光課長（寺本英仁） 御質問の観光ビジョンの推進に記載している豊

かな自然に着目し、登山道などの整備など、登山者目線で受け入れ態勢を確立し、登

山誘致を図るについて御説明します。この観光ビジョンにつきましては、令和２年３

月に作成した、邑南町観光戦略観光ビジョンに基づき、観光資源の磨きあげや、新た

な観光資源の発信を行うとともに、地域とのかかわりを学び深める体験型の新しい観

光振興として、関係人口に着目した取組みを基本的な方向として考えています。その

観光ビジョンのなかで、邑南町に興味を持ち、支援したいと考えている都市部の住民

が、町内の地域活動に参加や支援できるかかわりしろのひとつが、地域の様々な課題

であると考えています。この活動に参加や支援いただく地域外の皆さんを関係人口と

して、地域住民と関係人口が地域の課題解決に向けてともに協働することが、新しい

観光のあり方のひとつとして取り組んでいるところです。地域の課題を関係人口のか

かわりしろに転嫁して、地域外の方を呼び込み、ともに課題解決を目指すことの事例

のひとつが、空き家改修や登山道の整備にあります。こうした地域の課題を、関係人

口とともに地域内外の住民が協働で取り組むことで、邑南町を訪れる方や、地域を支

援したいと考える方を増やし、観光産業を含む地域の活性化につながる取り組みにし

たいと、考えています。具体的には、登山道について、町が整備するのかとの御質問

です。邑南町や島根県が管理する断魚渓や千丈渓などの遊歩道もございますが、登山

道の多くは、地元住民の皆さんが、管理や整備を行っていただいております。邑南町

にどれだけの数の登山道があるか、商工観光課として、すべてを把握してはおりませ
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んが、観光ビジョンを策定する地域をヒヤリングするなかで、日貫の金毘羅山につい

て、日貫のまちが一望でき、登山客に人気があるが登山の管理が課題になっていると

の、御意見もいただいたところです。原山や二ツ山などの登山道についても、地域の

皆さんの御協力により、整備をいただいているところですが、同様に管理が今後の課

題になると考えています。こうした地域の課題を、関係人口とともに地域内外の住民

が協働で取り組むことで、邑南町を訪れる方や、地域を支援したいと考える方を増や

し、観光産業を含む地域の活性化につながる取り組みにしたいと、考えています。ま

た、登山者目線とは、どのように誘致するのかとの質問については、邑南町外にお住

まいの方、登山に興味のある方や地域を支援したい方などの関係人口とともに、管理

や整備を行う仕組みを整え、登山に興味をお持ちの方とともに整備を行うことで、利

用者である登山者の目線での整備が可能になるのではないかと考えています。加えて

関係人口の皆さんから、自ら整備した登山道に愛着をもっていただくことで、何度も

邑南町を訪れていただく、契機になるのではないかと考えております。

●野田議員（野田佳文） 議長。

●石橋議長（石橋純二） はい、野田議員。

●野田議員（野田佳文） 関係人口という言葉、邑南町の観光ビジョン、観光やめ

ます関係はじめます、を聞いたときに、関係人口とは何かと一瞬いろいろ考えてまし

て、どうやったら関係人口を増やせるのかということを、ずっと悩んでました。ただ

悩んでいたのは８月までです。難しく考えていたんですけど、今回たたらについて体

験を開催するにあたって、たたらに興味を持っていただくきっかけになればと、たた

らがテーマになったアニメがありますが、その世界観を体感してから、そのたたらに

興味を持ってもらおうと、発信しました。発信したことで、たたらについて学ぶ体験

をしたいと、町外県外からの申し込みがありまして、実際コロナで中止になってしま

いましたが、オンライン会議においてそこからもう計画に参加していただきました。

こういう発信することでも、関係人口につながるのかと改めて思いまして、最近にな

って関係人口について知ったばっかりなんですが、来月に行われる島根定住財団主催

の、しまね関係人口マッチングイベントにも招かれまして、そこでプレゼンするんで

すが、そのときにどういったことを、難しいことは言えないですけど、実際、今回の

たたらにおいて、こういうことをやりました。自分達は、こう楽しみながらこういう

ことをやりますと発信することでも、関係人口につながると思いましたので、関係人
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口を増やすためには、まず来てもらわないといけないと思います。来てもらうために

やはり発信が必要で、もう魅力的な自然資源というのは、もう邑南町にはすでにあり

ますので、これからもっともっと関係人口を増やすきっかけの一つとしてもやはり、

今後も発信が大切だと思っていますので、発信の方もしっかりとお願いしたいと思っ

ております。続いての質問です。東明寺山の登山口周辺の、駐車スペースの確保につ

いての提案です。なぜ東明寺山なのかという前に、自分がなぜ邑南町の登山に注目し

たのかという理由と、自分の知る現在の邑南町の登山客の状況について説明します。

世界遺産宮島のある弥山が、日本人よりも外国人に人気があると、２０１９年に知り

ました。それはミシュランのグリーンガイドジャポンに、宮島の弥山が三ツ星を獲得

し、わざわざ旅行する価値があると評価されており、そのことで外国人が宮島の弥山

に登るようになり、コロナ禍前は毎日のように弥山の新しい写真がアップされており

ました。弥山つながりで志都の岩屋神社のある弥山を、世界に知っていただきたいと

いう思いから、四季を通じて弥山に上り始めたのがきっかけです。志都の岩屋神社の

ある弥山は、地元の方々が整備されておりますし、また、神社の駐車場では登山目的

の県外ナンバーの車もよく見ます。先ほどありました二ツ山、田所地区にある二ツ山

は、中国新聞のセレクト版に中国地方の山城を歩くとして、大きく取り上げられまし

たし、自分が登山する際に参考にしている方がいるんですが、その方は広島や山口、

島根の山々を登られている登山愛好家の方なんですが、その方が二ツ山については一

番のおすすめです。車道を下から歩いてもよし、車で頂上まで行くもよし。頂上に遊

歩道があり十分に山城散策として眺望が楽しめますと、評価されております。また、

どがあずしよう会の方々が整備し、交流の場や観光スポットとして活用する計画が進

んでいますし、毎年７月には田所自治会で草刈りをしております。石見冠山において

は、駐車場を確認しただけで自分はまだ登ったことはないんですが、井原地区からの

登山ルート以外、もう１か所円の板の三滝の奥と、さらに奥にあるかつて桑ノ木集落

という集落があった場所なんですが、そこからの登山ルートもあり、円の板側からの

登山者もいます。原山も地元の方が整備されて、この春矢上小学校６年生の登山にも

自分参加しました。断魚渓を見渡せる馬背山っていう山があるんですが、こちらも自

分も登ったことがあり、７月に登られた方がインスタグラムにて写真を投稿されてお

り、９月1日にも女性の方が二人で登られております。その方から昨日、登山道の状

況と晴れた日にまたの登りたいと、ＳＮＳを通じてコメントをいただきました。また

布施にある地元では高山と呼ばれている高野山も、２０１７年２０人近くの方々が登

られている様子を、ネット上にアップされていますし、登山愛好家の方もルートをし

っかりと紹介されております。まだ登ったことのない山はありますが、登山者目線に
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おいて登山するうえで、登山道の整備はもちろんだと思うんですが、駐車スペースの

確保も、まずは大切だと思っております。石見南農道沿いにある東明寺山は眺望も素

晴らしく、於保知盆地が見渡せ、登山道も地元の方々が整備をされております。さら

に一人で、５月に一人で登山された女性の方が、情報をアップされていましたし、登

山愛好家の方もかなりおすすめされておりました。石見東小学校の三、四年生も６月

に登山しております。邑南スマイルナビのトップページに、子供たちが山頂から眼下

に広がる景色を眺めている写真もあります。本日いくつかあげた山には、それぞれ近

くに駐車スペースがありますが、東明寺山においては、どこに車を停めるべきか、以

前登山された方もかなり悩まれたそうですし、自分も登るまでかなり悩みました。登

山口周辺の、駐車スペースについて、アスファルトで整備する必要もないと思います

が、最低でも３台程度の車を停めることができるようなスペースがあれば、駐車スペ

ースがあるということを示したうえで、登山者に向けて積極的に発信もでき、登山者

誘致にもつながるのではないかと思います。東明寺山の登山口周辺の駐車スペースの

確保についての考えをお伺いいたします。

○寺本商工観光課長（寺本英仁） 議長、番外。

●石橋議長（石橋純二） 寺本商工観光課長。

○寺本商工観光課長（寺本英仁） 井原地区の町道石見南線沿いにある、東明寺山

への登山口付近には、車をとめる十分なスペースがないというのは、野田議員の御指

摘のとおりでございます。近くに邑南町の片田東配水池があり、その敷地には少し空

きスペースがございますが、有害鳥獣防護柵があり、駐車はしにくい状況でございま

す。東明寺山には石見東小学校の児童が、登山をすることもあるように聞いておりま

す。地域の皆様と相談をしながら、どのような形が可能かを、今後検討してまいりた

いと思います。

●野田議員（野田佳文） 議長。

●石橋議長（石橋純二） 野田議員。

●野田議員（野田佳文） 検討していただけるということで、お願いいたします。

東明寺山の登山口から徒歩５分以内の場所に、２、３台止めることができそうな広い
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場所があったのは、自分も確認しているんですが、やはりおっしゃたように、民有地

であることは理解していましたので、止めるということはあきらめて、何度もあたり

を調べたり、東明寺山をよく御存じの方にお話をお聞きして、ようやく１台止めるこ

とができそうな場所を見つけ、登山することができました。この東明寺山から車で１

０分くらいの場所に、何があるのかということですが、霧の湯があります。また、窓

から雲海を眺めることができるいこいの村しまねもあります。登山後の温泉利用や、

雲海も邑南町の魅力の一つだと思いますので、雲海登山が可能な山については、二ツ

山、弥山、伴蔵山などがあり、この東明寺山からも雲海が見えると思います。雲海登

山のはしごも可能ですし、雲海登山に向けて宿泊施設の紹介、登山後のグルメなど新

しい施設をつくる必要もなく、今あるものをつなげることで、新しいＰＲが可能だと

思っております。また、今登山者のほとんどはインターネットで情報を得て登山され

ており、お金をかけてパンフレットを作る必要も新たにサイトをつくる必要もなく、

ヤマップという登山に特化したサイトやＳＮＳでの発信をお勧めしますし、自分も積

極的に発信してまいりますので、この発信が関係人口につながればと思っております

ので、御検討のほうよろしくお願いしたいのですが、町長の御意見をお伺いしてもよ

ろしいでしょうか。

○石橋町長（石橋良治） 議長、番外。

●石橋議長（石橋純二） 石橋町長。

○石橋町長（石橋良治） 野田議員の御指摘のように、登山という一つの切り口で

質問されたのは、今までなかったことではないかと思います。おっしゃるように一つ

一つの、邑南町の山に対する魅力を野田議員からお伺いしますと、改めてその認識を

深くしたところであります。そういう形でやはり関係人口をどうつくっていくかとい

う視点は、大変重要なことではないかというふうに思いますし、登山ということも一

つの話ではありますが、最近は歴史を学びたいという若い方々も随分増えている。女

性の方々も増えている。かつて私もそのイベントに参加したことがありますけど、邑

南町には山城がたくさんあります。今おっしゃったような山も、城跡が痕跡がある。

その山城を巡って、その山城のその当時の一つの意味合いというのか、ある意味は狼

煙を上げるということがあったと思います。この一斉に山城にそれぞれわかれて登っ

て、狼煙を上げたようなイベントも、私は参加をしております。そういう意味で、そ

ういった歴史的な価値を見出すという観点からも含めてですね、山をもう一回見直し



- 18 -

て、邑南町の魅力を高めるっていうことも、大変重要なことだというふうに思います

ので、ぜひ当然それを上手に発信するということが、一番大切でありますから、ぜひ

お力を借りたいというふうに思います。

●野田議員（野田佳文） 議長。

●石橋議長（石橋純二） 野田議員。

●野田議員（野田佳文） ありがとうございます。以前、志都の岩屋のある弥山の

頂上から、二ツ山はどこにあるのかと眺めたことがあって、なかなかわかりづらかっ

たんですけど、今回の二ツ山の方ちょっとしっかり整備されたことで、二ツ山の頂上

西の丸っていうんですか、そこがよくわかるようになりました。逆に、西の丸からも

志都の岩屋の弥山の頂上がわかるようになったので、さっきおっしゃったように、狼

煙を上げてお互いにやりとりするものも、すごく面白い体験だと思いましたので、こ

れからいろんなことを企画して、邑南町のファン増やしていきたいと、思っておりま

す。三つ目の質問ですが、これは登山にも関係すると思いますが、邑南町とモンベル

が包括連携協定を締結した際は、期待しておりました。締結の背景概要に、本協定は

相互に連携しアウトドア活動の促進を通じて、町が抱える様々な地域課題に対応し、

町の活性化及び町民生活の質の向上に資することを目的としています、とあります。

さらに連携、協力事項には七つの項目があり、その七つの項目のなかに、３回自然体

験という言葉が使われております。具体的に、今までどのようなことをされているの

か、また計画があるのか。なかなかコロナ禍において、イベントをするのは難しいと

思いますが、コロナ禍においてアウトドアが見直されているなか、モンベルクラブの

野外活動部門である、モンベルアウトドアチャレンジ、通称モックというそうなんで

すが、日本全国で多くのアウトドアツアー、イベントを開催されております。たとえ

ば、山歩き講習会とか、自然観察、フォトトレッキングなど、邑南町で十分できる体

験がいっぱいされておりまして。また、モンベルのトップページにジャパンエコトラ

ックのサイトがリンクされとりまして、ジャパンエコトラックのコンセプトが、トレ

ッキング、カヤック、自転車といった人力による移動手段で、日本各地の豊かで多様

な自然を体感し、地域の歴史や文化、人々との交流を楽しみながら旅をするです。こ

れ邑南町ぴったりだと思います。邑南町は、ゼロカーボンシティ宣言をしています。

車での移動をやめて、自転車または歩くことによって、できるだけ車を使わずに移動

することで排気ガスの抑制する点においては、このジャパンエコトラックツアーは、
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ゼロカーボンにも寄与するのではないかと考えます。モンベルのフレンドタウンとし

て、邑南町の観光スポット等がモンベルのサイトに紹介されていることは知っており

ますが、今後モンベルと連携した自然体験などの予定はあるのか、御答弁をお願いい

たします。

○三上生涯学習課長（三上徹） 議長、番外。

●石橋議長（石橋純二） 三上生涯学習課長。

○三上生涯学習課長（三上徹） モンベルとの連携等についての御質問の説明をい

たします。モンベル株式会社は大阪市に本社を置き、アウトドア用品等の製造販売を

主に手がけています。当該企業の特色としまして、前述の事業のみならず、自然環境

保全意識の向上、野外活動を通じて子供たちの生きる力を育む、健康寿命の増進、自

然災害への対応力、エコツーリズムを通じた地域経済の活性、一次産業農林水産業へ

の支援、バリアフリーの実現、という七つの理念に基づいて、８つの県、６４の市町

村、７つの団体と協定を結び、様々な事業を展開しされているところです。日本一の

子育て村を目指す本町としましても、こうした理念と実現を有する企業との連携によ

り、子供たちの発育支援のほか、産業の活性化、地域防災力の向上などにつなげたい

と考えております。背景としましては、子ども・子育て支援ニーズ調査により、邑南

町の豊かな自然が子供たちの遊び場として、活用されていない実態を少しでも解消す

る一環として、株式会社モンベルと令和２年７月２８日協定を締結いたしました。こ

の協定に基づきまして生涯学習課としましては現在までに実施した事業として、邑南

町公民館連絡協議会主催のリーダー研修会にて、購入しましたテントを使いまして、

テントの設営、火起こし、アユのつかみ取りなどの体験活動を行いました。また、ラ

イフジャケット５着、ヘルメット５着を購入し、瑞穂ハンザケ自然館が実施する、オ

オサンショウウオ生息調査にて活用しております。直近のところでは、新型コロナ感

染拡大防止対策などにより、思うような体験活動が進められていない状況であります

が、引き続きアウトドア活動体験を開催する予定でおります。モンベルの持っている

アウトドアキャンプのノウハウをいかして、学ぶ取組を計画し今後も学習機会の提供

に努めてまいります。

●野田議員（野田佳文） 議長。
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●石橋議長（石橋純二） 野田議員。

●野田議員（野田佳文） 是非、今後はいろいろモンベルと連携して、体験等やっ

ていただきたいと思っていますし、モンベルの会員数は１００万人です。１００万人

を超えたという記事を読みました。そして、２０２０年の総務省のデータなんですけ

ど、２０２０年に、１５歳以上の登山ハイキングの行動者数９７２万７，０００人で

す。登山愛好者のおよそ１０人に１人が、モンベルのクラブ会員ということです。今

後はモンベルとの連携でいろんな体験をされたら、ぜひ発信してください。モンベル

と邑南町、モンベルという言葉を使って、そこで邑南町でこんなことをやりましたと

いうことになれば、モンベルの会員の方がモンベルを検索して来て、さらにそれで邑

南町を知るきっかけにもなります。自分は自然体験だけではなく、モンベルの会員の

方が邑南町というところを知って、邑南町に来ていただいて、自然体験をしていただ

いたり、こんないいところなんだと気づいていただいて、今度住んでみようかなと、

定住の方まで考えがいけばと思ってますし、スマイルナビという素晴らしいサイトも

あるので、是非このモンベルの会員の方にこの邑南町を知ってもらうきっかけをどん

どん発信して作っていただきたいと思っておりますので、よろしくお願いします。あ

と、たとえばモンベルと連携して、登山体験する開催するという計画を立てたとしま

すと、どの山がいいのかとか、登ったら何分くらいかかるのかという、打ち合わせ等

あった場合はいくらでも自分協力しますので、ぜひ、モンベルとの連携をした自然体

験を、是非是非お願いいたします。よろしくお願いします。町長、御意見聞いてもよ

ろしいでしょうか。

○石橋町長（石橋良治） 議長、番外。

●石橋議長（石橋純二） 石橋町長。

○石橋町長（石橋良治） モンベルとの締結の話でありますが、私も３度、４度社

長にもお会いしまして、モンベル社の非常に熱い思いを聞かさせていただきました。

まず、はじめに私はお礼を申し上げたいんですけども、モンベルから自主的に医療従

事者のための、ガウンを無料で大量にいただきました。この場をかりて厚くお礼を申

し上げたいと思います。そういったなかで、おっしゃるような野外活動というのは今

後も、コロナ禍であってもどんどん伸びてくるんだろうと思います。登山も含めて。

と同時に私はモンベルで一つ期待したいのは、答弁にもありましたように、自然災害
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の対応力、これをモンベルさんはかなり力を入れていらっしゃいます。小さいときか

らそうした対応力をつける研修会、そうしたものを日本一の子育て村の一環として、

モンベル社と協働でやっていきたいなと、こういうふうに思っておりますんで、おっ

しゃるようにコロナ禍ではありますけども、次年度以降も一生懸命やっていきたいな

と、こう思います。

●野田議員（野田佳文） 議長。

●石橋議長（石橋純二） 野田議員。

●野田議員（野田佳文） ありがとうございます。ガウンを無料提供していただい

たというのを、今初めて知りました。今後ともモンベルと提携を組んでいって、いろ

いろな体験は作っていただきたいと思っております。続いて四つ目の質問は、令和６

年度開設予定の、道の駅瑞穂再整備施設の観光案内機能についてです。何度か意見交

換に参加してきましたが、道の駅瑞穂のコンセプト、１２地区とつながる道の駅につ

いて、町民の方からどのようにつなぐのか、という御意見を多数いただきました。自

分もどうすれば、つなげることができるのか、どうすれば各地を訪れていただけるの

か、ということを考えながら発信しておりますし、秋以降たたらをテーマにした、１

２地区をまわるイベントを開催する方向で、準備を進めております。道の駅瑞穂再整

備施設のコンセプトに、邑南町の多様な魅力を探すこと、それを案内することで、道

の駅の利用だけでは終わらない、地域の関係を創出するとあり、邑南町案内機能とし

て、地域の様々な人たちによる様々な形の観光資源、有効な形で利用客に伝え、利用

客に地域を訪れるきっかけを与えるとあります。民間の調査にもありますように、Ｓ

ＮＳへの投稿写真をきっかけに、特定の旅行先に興味を抱くようになり、観光業にお

いては公式ＳＮＳと口コミが、訪れる際の検討に大きな影響を与える情報源となって

おり、ＳＮＳを活用することで来訪意欲を高めることが、可能であると示されていま

す。邑南町の公式インスタグラムもあるので、ＳＮＳの大切は御存じであるかと思い

ます。邑南町の案内として、地域の情報をわかりやすくすることや、チラシ等を整理

して手に取りやすいよう工夫することも大切だとは思います。すべての方が、ＳＮＳ

で情報を得て邑南町に来ているとは限りませんが、観光で邑南町の写真をインターネ

ットにアップされている、町外の方々のコメントを読むと、インターネットで情報を

得て興味のある場所に行き自ら発信し、その発信を見て別の方が訪れている傾向にあ

り、わざわざ道の駅に寄って観光情報を得る必要もない場合もありますが、冒頭で申
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しましたように、ＳＮＳ拡散力があります。拡散力のあるＳＮＳで発信されている

方々が、道の駅に寄って発信することで、その情報を見た人が道の駅に寄るきっかけ

につながるのではないか、と思っております。ソフト面での計画も急ぐ必要があるの

ではという意見もあります。ＳＮＳ世代の観光客を、道の駅の観光案内によっていた

だくきっかけにつながるような、具体的な案がありましたら、御答弁をお願いいたし

ます。

○田村地域みらい課長（田村哲） 議長、番外。

●石橋議長（石橋純二） 田村地域みらい課長。

○田村地域みらい課長（田村哲） 道の駅再整備に関連しての、ＳＮＳへの情報発

信という御質問をいただきました。まず前提として、道の駅の整備にあたっては国土

交通省が登録の要件のなかで、情報発信機能を備えるというのは必須の要件となって

おりますので、当然観光情報を含め地域の情報を発信する機能は、施設整備上なくて

はならないものであります。そのうえで、何をどう発信するのかということを念頭に

置き、整備する必要があるというふうに考えています。これまでの質問でも、いろん

なところに視点を向けられているのかなというふうに、思っています。現在進めてい

る道の駅再整備事業においては、邑南町において広い世代に対して、集客力のある施

設である道の駅瑞穂を活用して、邑南町の魅力を知ってもらうというねらいから、邑

南町の情報を、重要なポイントの一つとして考えております。邑南町の魅力を案内す

ることで、道の駅の利用だけで終わらない、町内全域への波及効果を創出する必要が

あると、認識をしております。そのなかで、情報発信におけるＳＮＳの利用は必須と

考えております。今からデザインですとか、あるいは内容の視点とかですね、製作過

程と合わせて検討を進めていきます。御提案いただいた、道の駅でしか手に入らない

という観点についてもですね、これについても有益性や課題も踏まえて、検討をして

いきたいというふうに思っています。また、御提案いただいている、観光客を道の駅

の観光案内に誘導するということでございますけども、集客力のある産直市の来場者

を邑南町の情報発信につなげるということの考え方も踏まえて、施設のソフト計画の

ほう進めていきたいというふうに考えております。

●野田議員（野田佳文） 議長。
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●石橋議長（石橋純二） 野田議員。

●野田議員（野田佳文） ありがとうございます。引き続き１２地区での状況説明

会が行われていくということなので、ソフト面においてももっと情報を発信していた

だければと思っております。道の駅の完成まで時間がまだありますが、なぜ自分が今

こういうふうに提案しているのかと言いますと、２０２５年の大阪関西万博にあわせ

て、大阪で旅行会社の設立準備をされている方から、オーストラリアからの観光客を

ターゲットに、邑南町に送りたいのでという御相談を昨年いただいて、お会いしまし

た。その方の構想は、邑南町の道の駅のコンセプトと重なると思うんですけど、地区

を歩くとか、具体的には石垣を歩いたり、神楽体験とか食体験とかいろいろ提案をし

ていただきました。道の駅についても、ソフト面、今から動いても早くはないと思い

今回提案させていただきましたので、よろしくお願いします。今回、また提案させて

いただきたいことがありまして、邑南町合併前に作られた、羽須美村ときめいて漫遊

人、というイラストマップ御存じでしょうか。このマップなんですけど、３年前に口

羽公民館でいただきました。イラストマップなんですが、非常に細かく書かれてまし

て、観光マップにもネット上にもない情報が、本当に細かく記されておりました。こ

のマップを見て知った情報もあり、すべての場所に行きたくなり、実際にまわりまし

た。１日では回りきれなかったので、頻繁に羽須美地区に通って全部まわりました。

あと景観の変わった場所もありますが、今でもこの地図は、羽須美地区に行くときに

は、必ず持っていくぐらいほんと大切にしています。ＳＮＳ時代にアナログ的要素、

取り入れることもいいのではないかと、ときめいて漫遊人を見て思います。邑南町全

体のイラストマップであれば、細かすぎてしましますが、羽須美地区、瑞穂地区、石

見地区別でもいいと思います。ＳＮＳ世代の観光客を道の駅の観光案内に寄っていた

だくきっかけにつながる具体的な案として、このときめいて漫遊人のようなマップを

制作し、道の駅でしか手に入らないとＰＲし、道の駅に寄っていただくきかっけにで

きないかと思い、提案をさせていただきます。御答弁をよろしくお願いいたします。

○寺本商工観光課長（寺本英仁） 議長、番外。

●石橋議長（石橋純二） 寺本商工観光課長。

○寺本商工観光課長（寺本英仁） 道の駅に寄るきっかけの具体的な御提案、まこ

とにありがとうございます。御提案をいただいた地図、羽須美村時代に作成された、
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ときめいて漫遊人について、少し御説明させていただきますと、Ｂ３サイズの両面に

阿須那地区、口羽地区の地図とともに、文化や名所、生き物などの解説が、懐かしい

雰囲気のイラストで色彩を紹介されているものでございます。この地図ときめいて漫

遊人は、島根県の住んで幸せ島根づくり事業の補助を受けて作成されたもので、当時

羽須美村にお住まいのイラストレーターの方が作成していただいたものでございま

す。定住を目的とした事業補助金で作成されたこともあり、地図や観光の情報だけで

なく、羽須美地域の文化や歴史、生き物についても記載されており、初めて羽須美地

域を訪れる方が、地域全体に興味を持っていただける内容となっております。今回御

提案いただいたマップに限らず、邑南町ならではの特徴のある、ここでしか手に入れ

ることができないものや、体験を道の駅のなかに考えることで、道の駅を利用される

方が増える可能性が広がるものと考えております。今後、新たな道の駅の管理者とと

もに、邑南町の道の駅でしか手にはいることができないものや、ここでしか味わえな

い食や体験などを、道の駅の新たな魅力を検討していきたいと考えております。

●野田議員（野田佳文） 議長。

●石橋議長（石橋純二） 野田議員。

●野田議員（野田佳文） この地図に関しましては、ほんとふるさとを学ぶきっか

けにもなると思いますし、ぜひお願いしたいと思っております。先日口羽駅の方に行

きました。そこに江の川すごろくというのがありまして、地域の子供たちがたぶん学

習して作ったすごろくだと思うんですが、ほんと素晴らしいものでした。道の駅に寄

ってもらうきっかけのため、特別なものを作るのも必要だと思いますが、やっぱりふ

るさと学ぶきっかけにもなりますので、ぜひ検討していただければと思っています。

一応質問全部終わったんですが、自分が議員になろうと思った理由の一つに、自分の

経験をこの町にいかしたい、豊かに楽しい町にしたいという思いがあります。これか

らも活動を続けさらに発信してまいります。先ほども言いましたが発信することで関

係人口につながったりもすると思いますし、発信することで変わることがあります。

６月に瀧田議員から日貫の吉原地区にいい滝があると聞きました。その滝はネット上

に全く情報がなくて、日貫川を遡上すればなんとかなると、川を４０分くらい歩いて

見つけた場所にあった滝なんですが、すごくびっくりしました。帰りはかつての山道

があったので１５分ほどで帰ってきたんですけど、写真をアップした翌日に地元の方

に情報を聞かれ、別の方が入られて写真をアップされておりました。浜田から滝好き
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の方に道を案内していただきたいといわれたので案内し、その方は後日１人で入られ

て、機材を持ち込んで動画を撮影されて、ネット上にもアップされてＰＲされていま

す。発信することがやっぱり大切だと思いまして、発信することで関係人口にもつな

がればと思っておりますので、邑南町にはまだまだ埋もれている自然資源が、いっぱ

いあると思います。自然資源を掘り起こすとともに、先人から引き継いだこの自然を

未来につなげていきたいと思っております。以上をもちまして質問を終わります。あ

りがとうございました。

●石橋議長（石橋純二） 以上で野田議員の一般質問は終了いたしました。ここで

休憩に入らせていただきます。再開は午後１時１５分とさせていただきます。議員の

皆さんは控室の方へお集まりください。

―― 午前11時12分 休憩 ――

（Ａグループ議員退席）

（Ｂグループ議員着席）

―― 午後１時15分 再開 ――

●石橋議長（石橋純二） 再開をいたします。続きまして、通告順位第３号、日高

議員、登壇をお願いします。

（日高議員登壇）

●日高議員（日高八重美） 議長。

●石橋議長（石橋純二） 日高議員。

●日高議員（日高八重美） ４番、日本共産党日高八重美です。今日はよろしくお

願いいたします。今日は３点の質問を準備しております。１点目は、国連家族農業の

１０年について。２点目は、コロナの感染者の原則入院から自宅療養への方向転換で

の対応について。３つ目は、邑南町地域医療構想の案についてということで、３点準
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備しておりますので、よろしくお願いいたします。まずはじめに、国連家族農業１０

年についてということで、始めたいと思います。まずはじめに、私は農業の素人なん

ですけども、農業についての質問をするきかっけについてですが、今年の８月のある

新聞に掲載されていた、安来市の記事が気になりました。育ち盛りの子供さんのいる

保護者が、子供たちに安全で安心な給食を食べさせたいという思いから、県内でプロ

ジェクトを立ち上げられたことを紹介した記事でした。この保護者は、子供にかかわ

る仕事をするなかで、１日１食でも体にいい食事をとる機会が増えれば、子供の未来

が変わると考えて、学校や保育園で提供される給食を無添加にしたり、有機の素材を

使ったオーガニック給食にしてほしいと、保護者ら６０人で立ち上げられたという内

容でした。現在は安来市内にとどまらず、松江、出雲、雲南、大田、江津にも賛同者

が広がっているようです。このオーガニック給食という言葉に、少し関心をもちまし

て、そのときに国連家族農業１０年というこの本に出会いました。私にとっては初め

て聞く言葉でした。御存時と思いますが、第７２回国連総会で２０１９年から２０２

８年の１０年間を、国連家族農業の１０年とすることを決議されています。日本も共

同提案国になっているようです。世界中の様々な農業のなかで、企業農業や大規模経

営ではなく、家族単位で営まれている農業、林業、漁業、畜産などを含む、小規模な

家族農業を支援することと示しています。今年は決議して３年目になりますが、邑南

町では家族農業や集落営農の割合は高く、高齢化や担い手不足などの課題もあります

が、家族農業を守るためにどのような施策が必要と考えられていますか。邑南町での

対応を求めます。

○大賀農林振興課長（大賀定） 議長、番外。

●石橋議長（石橋純二） 大賀農林振興課長。

○大賀農林振興課長（大賀定） ３年目となる国連家族農業の１０年として、邑南

町ではどのような取組がなされているか、という御質問だと思っております。まず、

２０１７年総会におきまして国際連合は、世界の食糧安全保障確保と貧困撲滅に、大

きな役割を果たしている家族農業について、２０１９年から２０２８年までを国連家

族農業の１０年と定めて、各国が家族農業にかかる施策を進めるとともに、その経験

を他国と共有すること、国際食糧農業機関などの国際機関は、各国等による活動計画

の策定展開を先導することなどを求めております。これを受けまして、農林水産省は

国内の農業経営体全体の９８％を占める家族農業経営について、重要な地域農業の担
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い手として考え、食料・農業・農村基本法並びに法に基づいて策定されました基本計

画において、法が掲げる食料の安定供給の確保、多面的機能の発揮、農業の持続的発

展、及び農村の振興という四つの基本理念の実現に向け、家族農業の活性化を図るこ

ととし、様々な施策を講じるとしております。本町におきましても農地や農業を維持

していくため、これまで集落営農の組織化、法人化を進め、作業や機械の共同化を図

ってまいりました。一方で、集落ごとに抱えている課題が違うという状況がございま

す。組織化することで課題が解決できる集落もあれば、組織化自体が難しい集落もご

ざいます。集落ごとに状況が違うなか、担い手の育成確保を進めて行くため、それぞ

れの経営規模や家族、法人等、経営形態の別にかかわらず、様々な取組をしてまいり

ました。具体的には、中山間地域等直接支払、多面的機能支払の各交付金制度を、積

極的に継続して取り組み、集落等における地域の共同、農業生産活動、自然環境の保

全のための活動などに、活用いただいております。そのなかで、集落における課題を

共有し、課題解決に向けた個別の検討、協議の場も積極的に設けております。２０２

０年農林業センサスによりますと、町内の農業経営は、従来から少量多品目栽培の小

規模農家が多いなか、経営面積も５０アールから１ヘクタールが最も多く全体の４

２％、１ヘクタール以下では全体の７２％となっております。そのような状況のなか、

農業現場を支える多様な人材や、主体による農業生産基盤の強化を通じた経営の底上

げ、地域の下支えが図られるよう、引き続き小規模や家族経営の皆さんの様々な環境

の整備に努めていかなければならないと考えております。女性農業者への支援につき

ましては、農業分野への女性の参画を推進していくため、本年度より新たに、女性を

農業女子サポーターとして採用しております。女性目線の農業や、女性に働きやすい

農場づくりを目指していきたいと思っております。

●日高議員（日高八重美） 議長。

●石橋議長（石橋純二） 日高議員。

●日高議員（日高八重美） すごく詳しく説明いただいてありがとうございます。

今、多様な人材の活用ということがでましたけど、そのなかで女性の参画を進めると

いうようなお話がありましたけど、以前も農業の問題で何度か質問があったように思

うんですけど、そのときにも答弁のなかで、持続可能な開発目標の一つとしての農業

を、捉えていかないといけないという答弁があったように思います。そのなかでも、

食と農にかかわる項目が、ＳＤＧｓのなかの１７項目のうちの７項目含まれていると
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いうことで、さらにはジェンダー平等にもかかわるというふうに、ちょっと本のなか

の情報ですけど書かれてました。今のお話でも、女性参画を進めていくというところ

で、農業女子サポーターということを今お聞きしたんですけども、現状では今どのよ

うな活動をされているか教えてください。

○大賀農林振興課長（大賀定） 議長、番外。

●石橋議長（石橋純二） 大賀農林課長。

○大賀農林振興課長（大賀定） 農業女子サポーターにつきましては、本年４月よ

り農林振興課の方に席を置いております、任期付きの職員でございます。現在は、地

域おこし協力隊を活用しました、農業研修制度でありますアグサポ隊の研修の中に入

りまして、研修生が現在７期生が女性が１名、８期生が女性が１名おります。その女

性が研修を受けやすい、農作業を進めやすい環境はどうあるべきか、ということにつ

いて現地に赴きまして、状況をつぶさに確認をしながら、改善をすべきところを農林

振興課と一緒になって、検討をすすめております。具体的には、アグサポ隊の研修農

場におきまして、現在、トイレ、休憩所等の環境が女性にとって働きやすくなってお

りません。その状況について、改善をしその改善の結果につきまして、町内の農家、

農業分野に波及をさせていきたいという考えのもと、採用をしているものでございま

す。

●日高議員（日高八重美） 議長。

●石橋議長（石橋純二） 日高議員。

●日高議員（日高八重美） 私は農家の育ちでないので家庭の状況とかは、はたか

ら見ることくらいしか、わからないんですけども、やっぱり家族でされている農家の

方を見ると、そこに嫁いでいかれたり、そこで女の子として生まれたりとかされてい

る女性の皆さんは、なんか大変苦労されているなあというふうな、印象を受けます。

農業もやりながら、家のこともやりながら、高齢者の方がいれば介護もしながら、と

いうところでは、女性が働く環境としては、本当に厳しいなかで、ほんと女性の皆さ

ん、頑張ってらっしゃるなあ、というふうに見ております。そういったなかで、やっ

ぱり女性の人が孤立しないように、家族の理解が一番大事だろうと思います。こうい



- 29 -

った女性の方がサポーターとして、女性の働きやすい農業に関する環境を良くして、

いろんな提言をしていかれるということは、すごくいいことだなあというふうに思い

ます。私も、この女性サポーターのことは、初めて知りましたので、また、今後の御

活躍も期待しながら、いろいろ情報をいただけたら嬉しいです。持続可能な農業とい

うところでは、アグロエコロジーというやり方もあるそうです。その地域にあった土

壌や微生物などの生態系を生かして、作物が栄養を収集する力を引き出すやり方とい

うふうにありました。小規模の家族農業だからこそ、可能なことではないかと思いま

す。令和２年度の決算の主要施策の報告書のなかに、有機栽培の分野で該当する農家

が少なく、有機栽培農家の育成が課題というふうに書かれてありましたけども、家族

農業１０年の話からいきなり有機の話になってしまうんですが、この主要施策の報告

書にもあるように、有機栽培農家の育成ところでは、今後も引き続き取り組まれるこ

とと期待しますが、いかがでしょうか。

○大賀農林振興課長（大賀定） 議長、番外。

●石橋議長（石橋純二） 大賀農林振興課長。

○大賀農林振興課長（大賀定） 主要施策の今年度末までの課題にある有機栽培農

家の育成について、現状はどうかという御質問でございます。まず、有機栽培とは、

有機ＪＡＳ規格の基準を満たす、自然の力を生かし、化学肥料や農薬、遺伝子組み換

え技術を使わない、環境にやさしい栽培方法、農業であるというふうに思っておりま

す。町内において、これまでも有機栽培を実践されている方々があり、日本型直接支

払のうちの、環境保全型農業直接支払交付金を交付をさせていただいております。昨

年４月１日には新たに５名の農業者の方々で、邑南有機稲作の会が組織されました。

昨年度からは、この会に対し交付金を交付させていただいております。本年度も同様

に進めております。また、会員の皆さんは、島根県の有機ＪＡＳ研修会などへも積極

的に参加される一方、栽培ほ場の相互チェックによる現地確認の実施、会独自の研修

会や普及活動も実施されており、昨年度は研修会開催経費の一部を支援させていただ

いております。今後、この会の活動を通じて、取組の輪が広がっていくものというふ

うに思っております。このような状況のなかで、国は、みどりの食糧システム戦略に

おいて、次世代型有機農業に関する技術確立、耕地面積に占める有機農業の取組面積

を２５％拡大をするというふうに、掲げております。また、島根県も農林水産基本計

画の重点推進項目で、有機農業の拡大を掲げております。本町の農業振興施策の考え
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としまして、従来から環境にやさしい農業の推進を掲げております。そのなかの一つ

には、有機農業の生産や普及などの取組もございます。今後も関係機関と連携しなが

ら取り組んでまいりたいというふうに思っております。

●日高議員（日高八重美） 議長。

●石橋議長（石橋純二） 日高議員。

●日高議員（日高八重美） なかなか後継者不足だとか、高齢化だとかということ

と、私も詳しいことはわかりませんが、有機でいろんなものを作ろうとすると、やっ

ぱり大変な手間と時間と、工夫が必要というふうに聞いております。しかし、最初の

保護者の方の、安全、安心な食べ物をというとこらへんでは、先ほど言われた邑南有

機稲作の会のようなグループが、一つでも二つでも邑南町内にできて、この有機の野

菜とかお米とか作る農家が増えるといいなと思います。最初のオーガニック給食に戻

るんですけども、その新聞の記事のなかでですね、千葉県のいすみ市というところの

紹介がありました。人口の規模は３万８，０００人。農地は２，９４０ヘクタール。

邑南町よりちょっと大きいですかね。一回り、二回りくらい大きいかもしれません。

２０１７年の１０月から、市内の１３の小中学校の給食に使用するごはん全量を、有

機米にしたこと。これは全国で初めてのことだそうです。当時の県知事は、戦略とし

て生物多様性保全ということを地域戦略にして、市に有機農業を推進する職員を採用

され、今までの慣行農法の大規模農家に、水田の一部を有機への転換ということを呼

びかけ、説得して、耕作人口や耕作地を拡大したそうです。家族農業を支え、子供た

ちに安心、安全なお米や野菜を給食にという思いを、邑南町でもぜひ実現していただ

きたいと思います。そういったグループ、農家の皆さん、賛同してくださる農家が、

増えることを期待しています。これまでにも、一般質問で農業全般のことや、家族農

業のことなどが取り上げられていました。答弁では町の実態を踏まえた農業を構築し

ていくことが大事、持続的な発展のためには、担い手の確保がかかせない、多様な担

い手が必要という答弁をされていました。先ほども課長さんの話のなかにもあった、

多様性、多様な担い手、こういったところが今後の課題であろうかなあと思います。

今年の米価の発表がありました。３年連続で、下がったようです。このまま放置する

と、本当に何年か先には米の作り手がいなくなるのではないかと、危惧しています。

１９９３年のお米が足らなくてパニックになった、私はこのときは広島にいましたけ

ど、なんか今でもそのときの状況をおぼろげながらですけど、覚えています。そのと
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きの稲作農家は、２３０万戸あったそうです。現在は、全国で７１万戸ということで

した。ほんとにこれから何年か後に、お米を作る人がほんとに少なくなって、今でも

食料自給率、これはお米だけじゃあありませんけど下がっているなかで、大変な時代

がくるのではないかなあと思います。地域の農家の方からですね、今回のように、こ

れだけ米価が下がり続けると、自分が食べるだけつくって、あとはもう作りたくない

という声もお聞きしております。昨日の新聞なんですけども、岡山県の北部のほうに

位置している奈義町というところでは、この米価下落の対策に新型コロナ対策の予算

を使って１俵あたり１，０００円、総額で２，８００万円の助成を決めたっていうの

が記事にありました。コロナの交付金を、うまく活用されているなあと思いながら読

みました。ちなみに奈義町は邑南町より小さな町で、人口は約５，８００人、２，５

００世帯。ちょっと農業人口わかりませんけど、そういったような町で、コロナ対策

として農家への支援をされています。先ほども有機の野菜とかお米とか作る、農家さ

んへの支援とか、御説明がありましたけど、町独自の施策として、農産物の価格補償

や農家の所得補償に、今後も尽力していただきたいと思います。お米をね、作りたく

ないという声が、やっぱり聞こえなくなるというか、皆さん生きがいを持って、やら

れる農業であってほしいと思います。今国内では、コロナ禍の影響もありますけど、

米の需要は減ってますし、在庫は増えているし、減反の強要もされながら、外国産の

お米輸入量は変わらないというような、ちょっとおかしな政策ですけども、以前一般

質問で質問された議員の方が、小さい農業、小さな土地でも生きがいを持って農業が

したいというふうに言われた記録を見ました。大規模で機械化でなくても、中山間地

にあった施策で、地産地消を目指す邑南町であってほしいと思います。この質問の最

後になりますが、高齢化によって家族農業の維持管理が困難になっていますが、町と

しての支援策について、先ほども課長さんからも説明がありましたけど、町長のお考

えをお聞かせいただければと思います。

○石橋町長（石橋良治） 議長、番外。

●石橋議長（石橋純二） 石橋町長。

○石橋町長（石橋良治） 少し過去をさかのぼってみますと、令和３年２月２５日

に、邑南有機稲作の会の会長の井上義信さんをはじめ、何人の方が来られまして、子

供たちの未来のために、安全な米飯給食をというような陳情をいただいております。

先ほど、いすみ市の例がありましたけども、実はいすみ市の市長さんも、邑南町に過
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去来られまして、私とも話し合いをしたことがあります。今いすみ市の現状を伺いま

すと、既に米とか野菜は有機に変えていることが、ほとんどであるということを言わ

れましたので、うちよりも随分先にいっておられるなあ、というふうに思います。つ

まり、より安心安全なものを提供していくという姿勢が、いすみ市にはでてきたとい

うことでありまして。私は、今Ａ級グルメをやっておりますけども、こうした陳情を

含めて考えますならば、やっぱりＡ級グルメの最終目標というのは、より安心安全な

食料を、町民の皆さん方に、どう提供していくかということが、私は、最終の目標で

はないかなあと思っています。そういうことを考えますと、まだ、いすみ市に比べる

と、邑南町はまだまだ遅れているなあというふうに、感じております。特に、御提案

の有機農業の推進につきましても、今５名の方が一生懸命やっておられますけども、

お話があるように、こうしたグループがどんどん増えるように、邑南町ももう少し、

積極的に支援をしていかなきゃならんという気持ちでいっぱいです。と同時に、有機

農業の考え方ですけども、例えば、ネオニコチノイドイ系の農薬を使わない、という

ことがあるわけですね。残留農薬のこともあります。しかし、残念ながら邑南町でも

カメムシ防除等々で、そうした農薬を使っておられる農家もあるというふうに、承知

をしております。しかしながら、国も今有機農業推進をされている時代のなかで、緑

の戦略では２０５０年までに、日本の農地のうち１００万ヘクタールを、有機農業に

かえていくという構想をたてていらっしゃいますけども、１００万ヘクタールという

のが、日本の農地の２５％にあたるわけです。非常に、目標は高いとは思いますが、

少し２０５０年ではあまりにも先のような話がありまして、もう少し積極的にこのこ

とを進めていただくように、私からもお願いしていかなきゃならんなというふうに思

っています。そして、ネオニコチノイドオイ系の農薬につきましても、これは今農水

省もかなり問題をされているようでして、最近の情報では２０２１年度中に、このネ

オニコチノイド系の農薬の成分をしっかり科学的な知見のもとに把握をして、今後こ

れをどうするのかということの、結論を出されるようなことを聞いております。いろ

いろ学者の方々の間でも、非常にこれは危険のある農薬ということを言われておる中

で、ようやく国の方もそういう認識の元に、この話が進んでいるのかなあというふう

に思っておりますので、ぜひそれは注視をしていきたいなというふうに、考えており

ます。有機農業の推進につきましても、まだまだ私どもの支援が足らないことを申し

上げましたが、ただ第三者的にお金を出すとか、ちょっとした支援ということ以上に

ですね、有機農業はなんたるものか、どういうことが本当に必要なのか、そうしたこ

とを積極的に勉強していただくような、やっぱり学びの場づくりをどんどん、やっぱ

りこちらから設定をしていきながら、有機農業をやられる方々をやっぱり増やしてい
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かなきゃならない。そしてそれが増えることによって、生産量が増えていき、保育所

であるとか、学校の給食にもっていけるような量の確保ということが、あるんだろう

と思いますが、まだそこには、残念ながら至ってないということであります。最後に

家族農業のことも言われました。やはり、９６％が邑南町は家族農業でございますの

で、議員もおっしゃっているように、やっぱり小さい農家。これ、家族農業を大切に

することによってこそ、邑南町の農業の未来もあるという考えもたたなきゃいけない

なあと、そして家族農業をやっていらっしゃる方々が、特に子供たちのためにどうい

う、自分達はこだわった農業をやっているか、そのことをお互いに認めあいながら、

生きがいを感じてやってもらうことをですね、我々も、推奨していかなきゃならない

というふうに、感じております。議員の御指摘のようなところも十分踏まえてですね

ぇ、次年度の予算も考えていきたいなあというふうに思っております。

●日高議員（日高八重美） 議長。

●石橋議長（石橋純二） 日高議員。

●日高議員（日高八重美） 御丁寧な説明ありがとうございました。千葉県の、先

ほどいすみ市の紹介をしましたけど、ちなみに千葉県のなかでは、いろんな市がいく

つかあると思うんですけど、千葉県の中でもやっぱり市ごとにですねぇ、有機を進め

ていこうということで、そこの市長さんなりに立候補される方で、あと施政方針のな

かでやっぱり有機の栽培を進めていこうというふうな、若手の市長さん達が割と競っ

て、有機に取り組んでいらっしゃるというふうなことも、お聞きしております。それ

だけ競ってできるような、状況にはなかなかならないかもしれませんけど、でもほん

とに少しずつ、やっぱりすそのを広げていくことが、大事かなあと思っています。今

回、この新聞の記事にあったように、保護者の方の有機食材を使った給食にしてほし

いという、要望にたまたま新聞で触れて、少しですが農業について学ぶこともできま

した。農家の皆さんの実情も、少し垣間見えたような気がします。私も邑南町民にな

ってまだ７年くらいしかたってないんですけど、少しでもなにか自分にできることが

あれば、取り組んでみたいなというふうに思います。この質問については以上です。

それでは次の質問に移ります。コロナの感染者の原則入院から自宅療養へとかわりま

した。その対応についての質問をさせていただきます。邑南町においては、町民の皆

さんへのワクチン接種もスムースに行われて、もう間もなくですかね、希望者の方へ

の接種も今されていますし、日程的にはもうすぐ終わるのかなというふうに思ってい
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ますけども、この間ずっと５月くらいから担当されてほんとに大変、皆さんには御苦

労だったと思います。ほんとにお疲れさまでした。現在のところ、緊急時事態宣言も

あったり、まん延防止もあったりして、感染者は全国的にも減りつつありますけど、

在宅療養者っていうのは全国でやっぱり、１０万人以上いらっしゃるということでし

た。町内においても、大きな感染拡大もなく経過していることで、ちょっと胸をなで

おろしている状況ではあります。９月１３日現在、緊急事態宣言は全国で１９県。１

２日で終わる予定だったこの宣言も、今月の末まで延期になっています。まん延防止

は８県。自宅療養者は、先ほどもいいましたが１０万人を超えているということでし

た。感染者が急に増えた８月ですけども、病床のひっ迫から政府は突然自宅療養が原

則、という方針を出しました。島根県でもひっ迫した状態があって、軽症か無症状で

日常が送れる患者に限り、宿泊施設や自宅での療養に切り替えるという方針を示され

ています。ちょっと基準はよくわかりませんが、入院患者さんも、症状が落ち着いた

ら自宅療養にという発表だったと、記憶しております。現在町内では感染もなく落ち

着いた日々ではありますが、まだまだ終息は見通していません。町内においては、感

染者がそんなにたくさん出ているわけではないんですけど、やっぱり自宅療養への方

針転換になったあと、自宅でじゃあどういうふうに過ごしたらいいんだろうか。家族

はどうしたらいいんだろうか、とかいうような不安もあろうかと思います。今の段階

で町として、自宅療養するという状況になったときにどういう指導だとか、対応をす

る予定になっているかお答えください。

○土﨑保健課長（土﨑しのぶ） 議長、番外。

●石橋議長（石橋純二） 土﨑保健課長。

○土﨑保健課長（土﨑しのぶ） 島根県におきましても、コロナ感染者が増加し、

最近はふた桁を超える患者数が、報告される日もございます。特に、県西部は、医療

機関数が少ないため、医療がひっ迫した場合の対応について、不安を感じる方が多い

と思います。県に確認しましたところ、６５歳以上の高齢者、妊婦、家庭等の都合に

より、入院以外の選択肢がない場合は、医療がひっ迫しても入院となります。またそ

れ以外の方についても、入院治療が原則ですが、入院できない軽症者や無症状者は、

まず宿泊療養施設を検討し、宿泊療養施設で過ごすことができない方が、自宅療養と

なります。８月３１日県央保健所主催で、新型コロナウイルス感染症への対応等連絡

会が開催され、県内の発生と対応状況、また、自宅療養に向けた、体制整備の考え方



- 35 -

についての説明がございました。それを受け、邑南町では、９月７日新型コロナウイ

ルス対策本部医療部会を開催し、自宅療養者が出た場合の、町としての体制整備につ

いて、意見交換を行いました。本来、医療部会は公立邑智病院、町内医療機関の医師

および歯科医師、県央保健所、町行政関係者がメンバーとなっておりますが、今回は

自宅療養において、健康観察を担う役割にある、町内訪問看護ステーション管理者に

も、御参加をいただき、自宅療養に対する、各機関の考えやどのような対応が可能か

という、情報交換を行っております。この話し合いのなかで、課題や解決すべき点が

見えてきましたので、それを所属部署に持ち帰って協議し、今後邑南町としての体制

整備について、引き続き検討していく予定にしております。

●日高議員（日高八重美） 議長。

●石橋議長（石橋純二） 日高議員。

●日高議員（日高八重美） 現在のところ具体的な対応はまだと、これからという

ことですね。先ほど西部の病床が、東部と比べて少なくて、ひっ迫しているというお

話もありましたけど、この数字はちょっとおいといて、訪問看護ステーションの話が

ありまして、この会議に訪問看護ステーションの管理者の方も加わられたということ

は、今後の対応にはぜひ必要なことだと思っていましたので、よかったと思います。

が、邑南町内には、訪問看護ステーションが２か所だと思うんですけど、石見、中野

の社協の訪問看護ステーションと、あと出羽の訪問看護さん、羽須美には残念ながら

訪問看護ステーションはないですけど、この２か所というのが、どうなのかなあとい

うことも、少し思ったんですけど、島根県は、宿泊療養とかされてる方の、健康観察

とかいうのを、たぶん保健所がされている。違うんですかね、ごめんなさい。これが

今後、もし訪問看護ステーションが担うようなことになれば、日常業務とそういった

待機者の人への健康観察ということで、なかなか業務としては、大きな負担になるの

かなあというふうに思いました。在宅患者さんをみる仕組みづくりなんですけど、こ

のあとで地域医療構想のなかともかかわるんですけど、今後在宅で対応する人口が、

ちょっと対象者が増えてくるのではないかなあというふうに、ちょっと私は思ってい

ます。なので、この訪問看護ステーションを、もう少し充実させる方向というか、施

策があってもいいのかなあというふうに、思いました。あとですね、こういった自宅

療養で何人も患者さんが、いらっしゃるという状況に、ほんとはなってはいけないん

ですけど、自宅療養になった患者さんに対して、いろんな機器類ですよね。酸素だと
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か、パルスオキシメーターだとか、あと生活のなかでの支援、どういうふうなね支援

をしていくかというようなことを、たぶんこれから、話し合われるんだと思うんです

けど、きめ細かな対応の中身をね、ぜひお願いしたいと思います。あともう１点、こ

の在宅療養、自宅療養のことに関してなんですけど、午前中の質問でも少しでました

けど、子供さんへの感染が全国に広がってきています。子供さんが感染すると、保護

者は濃厚接触者になって、もちろん仕事もいけないし、自宅療養になると思うんです

けど。たぶんこれは、すぐに答えがでるとかいうこととは思ってないんですが、子供

さんと一緒に療養できる環境とか、そういうのはなにか、考えてらっしゃるかどうか

教えてください。

○土﨑保健課長（土﨑しのぶ） 議長、番外。

●石橋議長（石橋純二） 土﨑保健課長。

○土﨑保健課長（土﨑しのぶ） 感染された方が、入院、宿泊療養施設、自宅療養

のいずれの場で療養されるのかは、御本人のメディカルチェックや、家庭環境等の療

養環境調査の結果にもとづいて、保健所と島根県入院調整本部において決定をされま

す。子供を含め感染された方は、原則入院となります。保健所に確認したところ、県

内では子供さんが感染され、その子供さんが小さい場合は、病院の了解を得て、保護

者が付き添うというケースもあるそうです。これまで、子供の感染は軽症で経過する

場合が多く、宿泊療養施設や自宅療養という決定がされるということも、考えられま

す。年齢が低く宿泊療養施設で過ごすことができない場合は、自宅療養になると思い

ます。その場合、家庭内での感染防止対策を、十分に行ったうえで、自宅において療

養する場合も出てくると考えます。そのような場合を想定して、先ほど議員さんもお

っしゃいましたが、町として自宅療養中の生活を支援する体制については、今後検討

していきたいというふうに考えております。

●日高議員（日高八重美） 議長。

●石橋議長（石橋純二） 日高議員。

●日高議員（日高八重美） 先ほどから何回も言っていますが、今ひっ迫している

状況ではないと、いうことなんですけど、都市部で起きている、病床なりのひっ迫状
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況いうのは、島根県で起きないとは限らないと思いますので、今後、今第５波です、

今度第６波がもしきたとか、そういうことを想定をして、先々のことをあまり心配し

てもいけないのかもしれないんですけど、今後、都市部のような状況が絶対にないと

は言えないので、やっぱり考えられる準備というんですかね、そういうのは先ほどの

連絡会議等でも、御検討いただけたらと思います。最後の質問に移ります。地域医療

構想案のところで、在宅医療について質問をします。質問とちょっと提案も若干させ

てもらいます。まず、この地域医療構想のなかに在宅医療の項目で記載されてる、施

策の方向性というところで、地域包括ケアシステムの構築に向けた検討のなかで進め

るということと、医療と介護の多職種連携による対応が求められる。それと、人生の

最後をどう迎えるかという機会を提供するというのが、方向性としては書かれてあり

ました。このなかの地域包括ケアシステムというところで、もう一度地域包括ケアシ

ステムというのが、どういうことなのかということと、今どこまで準備が進んでいる

のかということを、町民の皆さんに、ちょっとわかりやすく説明していただければと

思います。

○口羽医療政策課長（口羽正彦） 議長、番外。

●石橋議長（石橋純二） 口羽医療政策課長。

○口羽医療政策課長（口羽正彦） 邑南町地域医療構想にある、在宅医療について

町の考え方を申し上げます。まず、地域医療構想は、町民の皆さんが必要とする医療

体制を、将来にわたって守っていくための指針として、作成いたしました。本構想で

は、高度急性期から、在宅まで切れ目のない、医療体制を整え、救急医療、災害医療

など、暮らしに必要な医療が提供できる体制づくりを目指すものとなっております。

そして、本構想の骨子のひとつである、町に必要な医療機能の確保では、高度急性期

医療、慢性期医療、在宅医療、小児医療、周産期医療、感染症対策を含む災害医療体

制整備などの、方向性が示しています。そして、町民の皆さんが必要とする、医療体

制を支える町内医科歯科診療所や、公立邑智病院を守っていくために、やるべきこと

を定めております。議員の御質問の在宅医療については自宅のほか、高齢者住宅等の

居住する場所で、受ける医療をいいますが、町の現状では、高齢単身世帯や、認知症

高齢者の増加、家族の介護力の低下、診療所の減少と開業医の高齢化、訪問看護師、

歯科衛生士などの不足が前面化しつつあり、在宅医療機能の確保や医師、看護師、介

護職員など、様々な医療介護関係職種が連携する、多職種連携が課題となっておりま
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す。本構想の在宅医療の方向性については、町民それぞれに思い描かれる、終末像に

寄り添えるよう、医療介護連携の体制を整備しますとしまして、日常の療養支援、入

退院支援、急変時の対応、見取りを意識した取組を進めてまいります。具体的には、

地域の医療、介護サービス資源の把握、在宅医療、介護連携に関する相談受付体制の

強化、在宅医療、介護サービス等の情報共有の支援、関係者の研修会開催、町民への

普及啓発などでございます。今後ですけども、先ほど言われましたように、本町とし

て町内各診療所をはじめ、介護サービス事業所、地域包括支援センター、町社会福祉

協議会、公立邑智病院、県央保健所などと、地域包括ケアシステムの構築に向けた検

討のなかで、進めてまいります。地域包括ケアシステムとはを改めて申し上げます。

重度な要介護状態となっても、住み慣れた地域で自分らしい暮らしを、人生の最後ま

で続けることができるよう住まい、医療、介護、予防、生活支援が一体的に提供でき

る体制のことをいいます。現状では医療、介護関係者で構成する地域ケア会議におい

て、協議をしながら問題解決のための取組を、進めているところでございます。

●石橋議長（石橋純二） 残り時間が１０分をきっておりますので、答弁、質疑等

簡潔にお願いを致します。

●日高議員（日高八重美） 議長。

●石橋議長（石橋純二） 日高議員。

●日高議員（日高八重美） 在宅医療は、多職種のいろんな職種、いろんな人達が

かかわって、一人の患者さん、一人の方をどういうふうにして、みんなで支えていく

かあっていうところでは、大変な分野だと思います。地域ケア会議等で、連携を図ら

れるということだったんですけど、このなかでお願いしたいのは、それぞれの職種が

縦割りではなくて、横の連携を持ちながら、さっきも言われましたけど、人生を最後

をどう迎えたいかという、患者さん御本人の意思が尊重できるような、システムであ

ってほしいし、会議の中身でもあってほしい。患者さんが不在にならないような、中

身にしていっていただきたいなと思います。ちょっと時間がないので、町長に最後お

聞きしたいんですが、医療構想委員会、今後どういうふうな役割を持って、この委員

会そのものがどういうふうになるのか、教えてください。

○石橋町長（石橋良治） 議長、番外。
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●石橋議長（石橋純二） 石橋町長。

○石橋町長（石橋良治） まず、医療構想委員会で構想をたてましたので、いよい

よ今度は実行に移していくという段階になろうかと思います。実行に移す段階で、じ

ゃあどういうメンバーでやろうかっていうことは、今からの協議になると思いますけ

ども、特に今おっしゃったような在宅医療については、いろんな方々が、入ってきま

すので、そうした医師会の先生方も含めて、さらなる具体的な方向性、あるいは行動

スケジュールみたいなものをですね、決めていくことになろうかと思います。

●日高議員（日高八重美） 議長。

●石橋議長（石橋純二） 日高議員。

●日高議員（日高八重美） 去年からこの委員会を立ち上げられて、こういう構想

を出されたということで、これから実行に移す段階になってくると思いますけど、推

進委員会そのものは、今後もずっと継続していくということで、よろしいんですか。

○石橋町長（石橋良治） 議長、番外。

●石橋議長（石橋純二） 石橋町長。

○石橋町長（石橋良治） そのように思っています。やはり、時々はそうした委員

会にも諮問をし、御意見を伺うってことも必要かと思いますので、これで解散という

ことにはならないというふうに思っております。

●日高議員（日高八重美） 議長。

●石橋議長（石橋純二） 日高議員。

●日高議員（日高八重美） 中身は盛りだくさんであるので、やっぱり今後もいろ

んな町民の皆さんからの御意見とか、いろんな職種の方からの意見も聞きながら調整

をしたり、改善したり、もっといい方向にもっていったり、同じことですけど、いう
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ような役割を持って今後も引き続き、委員会としての役割をはたしていただけたら、

ありがたいと思います。今朝の新聞でですね、島根県は１０万人当たりの百歳以上の

人口割合が、全国一位というのがありました。人口が全体的には減ってくるんですけ

ど、高齢者の方は増えていくということで、医療や介護分野でも人材が不足している

ことは、承知しています。だけども、元気な高齢者の方もいらっしゃいますので、有

効な人材活用もしながら、健康長寿のまちづくりの一環として、病気になっても安心

して暮らせる、地域づくりを目指していきましょう。以上で質問を終わります。

●石橋議長（石橋純二） 以上で日高議員の一般質問は終了いたしました。ここで

休憩に入らせていただきます。再開は、午後２時３０分とさせていただきます。

―― 午後２時14分 休憩 ――

―― 午後２時30分 再開 ――

●石橋議長（石橋純二） 再開をいたします。続きまして、通告順位第４号、宮田

議員、登壇をお願いします。

（宮田議員登壇）

●宮田議員（宮田博） 議長。

●石橋議長（石橋純二） ８番、宮田議員。

●宮田議員（宮田博） 午後のなかなかきつい時間帯に、質問をさせていただきま

す。９月の定例議会にあたりまして、この度も質問を進めてまいりたいと思います。

今朝ほどらい、コロナウイルスの感染に対するお話もございました。依然として新型

コロナウイルスの感染は、終息をみないというところでございますが、おかげで本町

におきましては、関係機関の皆さんの早い時点での対応、本当に御尽力があったおか

げと思っておりますが、感染が今のところ発生しないというふうになっております。

また、町長におかれましても、一昨日ですか、また新たなメッセージを発しておられ

ますが、一つ残念なのが、最近はワクチン接種を受けたという安心感からか、マスク

をしない方、あるいはお店とかいろんな施設にも消毒液があるんですが、素通りをし



- 41 -

てとっととっと行かれるというような姿が、ちょっと気になっております。また、今

若年層が非常にはやってきて、学校あるいは児童クラブ、保育所というようなところ

でも、感染拡大があるというような現状ですので、我々もそれから行政の皆さんも一

緒になってですね、この防止対策というのにも取り組んでいかなければならないと、

思っているところでございます。また、８月にはああして豪雨災害がありまして、被

害を受けられました皆様には、心からお見舞いを申し上げるところでございます。防

災あるいは減災の対策っていうのは、もちろん最優先で取り組むべき事業でもござい

ますが、私は、今本町でやらなければならないのは、やはり行財政の改善、特に財務

状況の改善、これをしっかりやって、やはり安定した町政の運営、これにこれから先

も移行するというようなところが、大事じゃないかなと思っております。ほとんど毎

回質問をさせていただいておりますが、私の質問はあんまりおもしろくないし、わか

りにくくて興味もわかない、という御意見も頂戴しておりますが、今回もあまり面白

くはないかもしれませんが、丁度令和２年度の決算の承認をするという時期でもござ

いますので、この９月議会でなければできないというような議論を中心に、質問と提

言を進めてまいりたいなと思っております。今回も２点ほど通告いたしております。

令和２年度決算と、今後の財政運営について。それと、ため池の管理整備についてと

いうことで、通告順に従って、質問を進めてまいりたいとは思いますが、場合によっ

ては、順番を変更させていただくということも、あるかもしれませんので御対応をよ

ろしくお願いします。はじめに、令和２年度決算と今後の財政運営にということで、

この２年度の決算を、どのように評価をしておられるのでしょうかということです。

御案内のように令和２年度は、邑南の強みを生かすまちづくりということをテーマに

掲げて、ほんとにたくさんの事業を進めてきております。通常でも多いんですが、や

はりああして新型のコロナウイルスの感染防止対策、これに絡む事業も相当増えてお

ります。そこでその２年度の一般会計、わかりにくいということがありますので、皆

さんはよく御承知なんですが、一般会計については、いわゆる福祉、あるいは教育、

土木、衛生等の町の基本的な施策を行う会計ということでございますので、御覧なっ

ていただいておる方も、御理解をいただければと思います。この一般会計の歳入にお

きましては、前年度比１４．５％増加。また、歳出についても１４．８％増加。歳入

歳出とも、前年度より金額でいいますと、約１８億円増加をしているような状況でご

ざいます。歳入のこの財源の区分をみますと、新型コロナウイルスの感染防止対策事

業費を含む、いわゆる国庫支出金１９４％前年より増えております。そういったとこ

ろで、財源でも自主財源、依存財源がありますが、国からに依存する財源というのが

２３．３％増加したところでございます。また、一方で、町税等の自主財源、前年度
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より１１％減少しているという、依存財源は増えて自主財源は減ったというのが、こ

の２年度の会計の特徴かなと思っております。一方、歳入におきます一般会計と、収

益事業会計であります電気通信事業の特別会計を合わせた、普通会計の決算でみます

と、自主財源、依存財源の構成、これはどういうふうに消化をしておられるのか。普

通財源の歳出状況における決算資料のなかにもありましたが、表のなかですね、性質

別経費のなかの維持管理費、修繕費や補助費、これはほんとに大きく増加をしており

ます。特に、補助費については、歳出総額の約３割を占めるくらいな額として増加を

しております。補助費については、人件費、扶助費、公債費をこの義務的経費と申し

ますが、このなかの公債費は減少しておりますが、扶助費は微増で、大きく膨らんだ

のが人件費でございます。歳出におけるこの状況のなかで、性質別経費における義務

的経費、あるいは投資的経費、補助費の構成というふうなものを、２年度決算におい

てはどのように評価をしておられるのか、答弁をお願いいたします。

○白須財務課長（白須寿） 議長、番外。

●石橋議長（石橋純二） 白須財務課長。

○白須財務課長（白須寿） 令和２年度の決算を、どのように評価しているかとい

う御質問でございます。説明をさせていただきます。一般会計と電通会計を合わせた

普通会計で、説明をさせていただきますが、令和２年度の決算状況を令和元年度との

比較でみてみますと、まず歳入ですが、議員御指摘のとおり町税や使用料、諸収入な

ど、町が自ら徴収収納でき、かつ自由に使える財源、これを自主財源といいますが、

これが対前年で１１．３％減少し、一方で地方交付税や、国庫支出金、都道府県支出

金、地方債などの依存財源が２３．３％増加しています。自主財源はもともと歳入総

額に占める割合が非常に低いなかで、さらに大きく減少していますが、これは決算総

額の増加の要因となった、新型コロナウイルス感染症対策事業費、このほとんどが、

依存財源である国や県の支出金の対象となったことが、要因となっています。自主財

源の中身をみてみますと、最も割合の多い町税ですが、一部を除き、コロナ禍の影響

を受ける前の、令和元年度の状況で課税されることもあり、令和２年度では、大きな

決算の変動は見られませんでした。なお、決算額自体をみてみますと、自主財源が約

３億４，５９８万円減少していますが、これは前年度令和元年度に、三江線鉄道資産

譲渡等の協力金、これが２億８，３００万円ございましたので、この減少が大きく影

響して、額が減少になっています。一方で歳出のほうでございますが、義務的経費、
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先ほども説明がありましたが、人件費、扶助費、公債費の合計額をいいますが、前年

度より約１億３，２３４万円、２．８％の増加です。このうち人件費の増加につきま

しては、短時間の任期付きの任用職員、この費用が以前は物件費のほうでみておりま

したが、これが性質の変更になりまして、人件費となったことが大きく影響しており

ます。また補助費についてでございますが、これも先ほど御説明いただきましたが、

特別定額給付金、あるいは新型コロナウイルス感染症拡大に伴う支援策などの実施に

より、決算額は前年度より約１７億４，５２４万円、６８．７％の大幅な増加となっ

ています。歳出において、以上の義務的経費あるいは補助費の増加は、これまで町が

注意してみております、経常収支比率を押し上げる要因となります。しかしながら、

この経常経費の算定上、コロナ禍といった必要な経費については、臨時的経費という

ことで算定の要因からははずされますので、令和２年度の経常収支比率は９３．３％

と、前年度より３．３ポイント改善しています。しかしながら、県内の自治体あるい

は、全国の似たような規模の自治体と比較しますと、依然高い状況にありますので、

行財政改善を引き続き進め、義務的経費や補助費等の削減に、努めていかなければな

らないと考えています。投資的経費につきましては、構成比は歳出総額自体が増加し

ているため、減少となっていますが、金額をみてみますと、やはり大きな事業ごみ処

理施設整備事業費や防災行政無線更新事業費を実施しておりますので、決算額自体は

増加をしております。

●宮田議員（宮田博） はい、議長。

●石橋議長（石橋純二） はい。宮田議員。

●宮田議員（宮田博） 監査委員をしておりまして審査のときにも聞いたことを、

また言うのかという気がされるかもしれませんが、やはり御覧になっておられる皆様

にも、ある程度知っていただきたいという気持ちから、あえて申し上げているところ

でございます。先ほども答弁のなかにもありましたが、やはりコロナ感染の影響があ

って、自主財源的なもの、税収ですね、これが減少している市町もかなり増えてきて

いる、というのも実態なようでございます。しかし、国、県の財政も、かなりひっ迫

して厳しくなってきているとも、言われておりますので、今まではこうして補てんが

してもらえますが、いつまでもこれが続くという、保証もないんじゃないかなあと思

います。ある程度の自分の町の財政というのは、自分達できちんとつくっていくとい

う努力も、必要になってくるんじゃないかなと思っております。やっぱり本町の場合
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は、今回の決算、この資料のなかでもありますが、いわゆる事業別予算執行状況の一

覧が、皆さんも御覧になっておられますが、これを集計しますと、１０００を超す事

務事業に、取り組んでおるじゃないかなと思います。なかには、執行率の低いのもあ

りますし、前年度までして今年はしない、あるいは新たに取り組むという事業も、た

くさんございます。そういったなかで、既存の事業についてもですね、財政が厳しい

という時期であれば、やはり、従来やってきてからどうこうでなしにですね、環境あ

るいは状況に応じて、見直していくというのも大事じゃないだろうかなと思います。

先ほどの答弁にもありましたが、こだわって本当に職員の皆さんに申し訳ないんです

が、人件費が性質の変更があった。物件費から性質変更があったということで、１億

２，５００万ばかり増加をしておりますが、義務的経費っていうのは任意に減らしま

すっていうわけにはいかない経費ですが、やはり可能な限りの抑制策というものは、

（咳）、ごめんなさい、（咳）、積極的に進めていく必要があるかなと思います。（咳）。

そしてこれによって、いわゆる財政の硬直化にならないような、取組をしていただき

たいということを申し上げて、次の質問に移ってまいりたいと思います。２点目は、

水道事業会計における資本金の現額によって、当該年度末の未処理欠損金を、処分す

るという案でございますが、これも監査委員をしておりまして、いろいろと議論をし

ながらしたなかですが、審査の段階ではこれが計上されているということを、確認す

るにとどまっております。御案内のように、今回の議案として上程され、承認され、

はじめて執行ができるというものでございますので、そのままにしておきましたが。

一つは、繰越欠損金が貸借対照表上にずっと計上されている。これは初期からずっと

あるわけですが、これによって、何か経営上の支障が発生するのかどうかということ。

それから、これが処分案が可決されたというときには、当然資本金が減額になります

が、修正前と後と決算書の貸借対照表のひな型がついておりますが、前後が全く一緒

の金額になっている。いわゆる準資本ですね。これは逆にいうと予定ですので、その

ように収益を上げてなりますよといわれれば、それまでなんですが。令和３年度にお

いては、剰余金の合計が５６３万５，０００円計上するから、一緒になりますよとい

うふうに、説明書にもあったと思いますが、普通はちょっとこれもあまり考えられな

い。ですが、すべて予定の計画書、貸借対照表、損益計算書によってやっておられる

からなんでしょうが。それはそれとしまして、もう１点は２年度決算においては、い

わゆる水道料金等の営業の収支。これが１億６，８００万円の赤字ですね。損失です。

ところが、それ以上に営業外の収益として、補助金が繰り入れられましたから、最終

的に計上として、８００万円の黒字に転換したと、これが今期はじめてでございます。

そういったところで、要は今後もこういうふうに安定して、黒字の決算が見込まれる。
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だから今これを処分案を実施してもいいよという考えなのかどうか、このへんの見

解、答弁を求めます。

○三上水道課長（三上和彦） 議長、番外。

●石橋議長（石橋純二） 三上水道課長。

○三上水道課長（三上和彦） ３点について、御質問をいただきました。回答をさ

せていただく前に、まず、最初に資本金を減額して、繰越欠損金を処理する考え方に

ついて、改めて御説明をさせていただきたいと思います。本来、欠損金については、

利益をもって解消を図るものです。しかし、今後の水道事業の収支を予想すると、繰

出基準の見直しによる他会計補助金の増額や、経営努力よって数年間の黒字は見込ま

れるものの、数年で利益をもって繰越欠損金を解消するということは、考えられませ

ん。利益をもって繰越欠損金の解消を図るためには、経費の一層の削減、他会計から

の繰入金範囲の見直し、水道料金の改定を考えていかなければなりません。この繰越

欠損金については、平成２９年度６，９５１万円、平成３０年度５，２９５万円、令

和元年度３，６４２万円であり、公営企業法適用初期の赤字です。この要因は、多額

の減価償却費を収益で賄えなかったことにあります。過去の赤字を解消するために、

水道料金を改定することは、理解が得られないと考え、令和２年度が黒字となり、数

年間は黒字が見込まれている状況で、経営的判断として、資本金を取り崩して、繰越

欠損金に補てんすることにした、ということでございます。ここでいう資本金は、法

適時に資産から負債を差し引いた金額であり、簡易水道事業時代に、資産を築くため

に企業に投入された金額です。この資本金を固有資本金と言います。今回の処理は、

法適化時の固有資本金で、現在の損失を穴埋めすることになります。資本の部のなか

で、資本金を減じて繰越欠損金を補てんすることにより、資本合計、資産合計、負債

合計が変動するわけではありません。したがって、資本金の額が減少することで、資

産が減少するということではありません。引き続き必要な財産については、企業内部

に留保されることとなります。したがって、影響ないものと考えております。それで

は、繰越欠損金が貸借対照表に計上されていることで、経営上の支障があるのかにつ

いてお答えをしたいと思います。邑南町水道事業会計が、繰越金を保有していること

で、現在、起債借入のときに、繰越欠損金をもった事業については、その都度、収支

相償する事業であることが、収支計画で確認できるものを対象とするものであること

とあり、現在は毎年度収支計画の見直しを行っている状況です。令和２年度決算にお
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いて黒字となり、今後の数年間は収支予想が黒字と見込まれるなか、繰越欠損金を処

理することで、毎年度収支計画を見直す必要がなくなります。続いて、３年度に剰余

金合計としては５６３万５，０００円ですけども、これを計上する予定で同額となる

かについてお答えをしたいと思います。今回の処理では、資本の部のなかで資本金を

削減し、累積欠損金を処理するということであるので、資本合計は変わりません。今

回の予定貸借対照表は、令和３年度当初予算から継続している予定貸借対照表です。

令和２年度決算を受けたものとは、なっておりません。決算額を受けた予定貸借対照

表では、５６３万５，０００円から増額となる予定です。続きまして、今後も安定し

た利益が見込まれるのか、についてお答えをしたいと思います。令和２年度水道事業

会計決算は、８２０万８，４９１円の黒字となりました。この黒字の要因は、収益面

では、営業外収益の他会計補助金が、総務省繰出基準の高料金対策基準変更により、

これまでの倍となり、３，０２１万８，０００円増えたこと。費用面では、減価償却

費が令和元年度に比して６６０万６，４７０円減ったこと。資産減耗費が、６７６万

３，９３０円減ったこと。営業外費用のうち、企業債支払利息が４９３万７，８６１

円減ったことなどが要因です。繰出基準は、総務省が全国の水道事業の実態を把握し

公営企業のうち、その性質上企業経営に伴う収入をもって充てることが適当でないも

の、能率的な経営を行っても、なおその経営に伴う収入をもって充てることが、客観

的に困難であるものについて、他会計からの繰出しを認めています。水道事業会計の

収益面で、他会計からの繰出しによる補助金は、大きな割合を占めております。高料

金対策の基準が上がった関係で、令和５年度までは、黒字を見込んでいます。令和６

年度以降は、高料金対策基準額が収支が改善することや年間有収水量が減少すること

で下がっていきます。また、給水人口の減少により給水収益の減少もやむを得ず、収

支を予想するなかで、黒字を確保するため、繰入金範囲の見直しを行っていく必要が

でてきます。費用面で令和３年度から、人件費について職員総数を１名減じておりま

す。また、建設改良担当職員の実態に基づき資本勘定に２名の職員を配したことで、

建設した資産に合わせて人件費を償却することにより、一会計年度による、人件費の

偏りをなくし平準化することが、可能となりました。今後も人件費の抑制やその他の

経費節減についても、検討をしていきたいと考えています。将来的には、給水人口の

減少に伴う施設統合の検討や、島根県水道広域化プランなどによる、施設統合や共同

実施などに取り組んでまいります。経費の一層の削減、他会計からの繰入金範囲の見

直しをしたうえで、最終的には、水道料金の改定を考えていかなければならないと思

っております。
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●宮田議員（宮田博） 議長。

●石橋議長（石橋純二） 宮田議員。

●宮田議員（宮田博） 大変丁重な答弁をいただきまして、御覧になっておられる

皆さんにも、御理解いただけたかなと思いますが、ただ減価償却がですね、減ってき

ている、それは逆にいうと、構築物が老朽化して、どんどん増えてきているというこ

とです。初期の３年間に、平成２９年度、平成３０年度と令和元年度に、減価償却の

計上がおそらくそこまでは、償却がないだろうというようなことで、ある程度の計画

は、甘かったのかなあということも思っておりますし、確か平成２９年度ごろに、そ

ういった話をしたような記憶もあります。そのまま推移してきて、補助金で、なんと

かこれを圧縮してきているというような状況です。今もありましたが、やはりこれか

らの料金の改定ということにもいずれはなる可能性がありますが、まだまだ水道課、

膨大な数の構築物を持っておりますので、これからの運営というのは、相当の注力を

していかないといけない、ということもあろうかと思います。結論的に申しますと、

２年度、単年度では確かに黒字にはなったものの、私はこれで安定的に今後黒字が推

移するというのは、なかなか厳しいんじゃないかなあ、もう一つのキャッシュフロー

というのがありますが、それを見た段階でも減価償却で、いわゆる負債金が賄えてな

いような状況です。これほど減価償却があれば本来は、もう少しは起債の償還に、こ

れが充当できるくらいあってもいいんですが、まだまだうちの場合はそれがなくて、

他会計の補助金から充当しているというような状況ですので、いろんな事業上起債の

発行なんかに影響がないんであれば、もう少し先でもよかったんじゃないかなあ、と

いうような気がしたところでございます。感想にとどめておきます。時間も経過しま

したので、次の質問に移ってまいります。今後の財政運営についてということで、通

告をしております。わかりやすいようなわかりにくいような、通告をしてしまったな

とは思っておりますが、といいますのも、まだ、令和２年度の決算が認定をされてい

ない段階で、次年度の予算の編成は、どうなのかという質問自体にも、これをつくり

ながら、しまったなという気もせんでもなかったんですが。一つは今月の頭に国の方

の、いわゆる概算要求の発表があっております。これが４年間連続でずっと増加して

きておる。しかも、来年度の分については１１１兆円に上がるというような報道があ

って、こういうことがあれば、本町もはやいこと、この要求にはいっていくわけだか

ら、施策であるだとか、テーマであるだとか、あるいは重点項目というものも、調え

ていく必要があるかなというところで、現時点でですね、そういったもの、考えてお



- 48 -

られれば御答弁をいただければと思います。

○白須財務課長（白須寿） 議長、番外。

●石橋議長（石橋純二） 白須財務課長

○白須財務課長（白須寿） 令和４年度の予算編成方針については、１０月中旬に

各課への予算編成方針の説明会を、計画しておりますので、それを目指して現在作業

を進めているところでございます。また、予算編成方針の基本となります、来年度の

歳入見込みでございますが、先ほど紹介のありました、国の概算要求の内容なども参

考に、今年度当初予算時点から、変動要因を今まとめているところでございます。現

段階で説明できることとしましては、予算編成方針としては、先ほどの令和２年度の

決算状況のなかでも触れましたが、基本事項としましては、行財政改善の着実な実行

は、引き続き進めなければならないと考えています。また、住民の皆さんの福祉の向

上などに直結する基本的な予算は確保しつつ、新型コロナウイルス感染症、あるいは

デジタル変革、そういったものへの対応、また、本格化する石見中学校の改築や道の

駅瑞穂の整備等の事業費の確保も必要になってくると思っております。

●宮田議員（宮田博） 議長。

●石橋議長（石橋純二） 宮田議員。

●宮田議員（宮田博） 先ほど申しましたように、少し早くやりすぎたかなという

気がありますので、しっかりとそのあたりのところは取り組んでいただければと思い

ます。次の項目に移ってまいりますが、７月の臨時議会におきまして、いわゆる今後

の財政運営にということで、減債基金の積み立てを、将来世代の負担とするという計

画案が示されたところでございます。この内容は、先ほどもありましたが現在進めら

れている大型事業、これが財政に与える影響を分析した結果、いわゆる実質の公債比

率が上昇する、あるいは起債が５億円を超した場合の、枠を超える場合の減債基金へ

の積み立て、これが困難になってくるという考えからでございます。ここでいう大型

事業は、先ほどもありましたが公立邑智病院の建設事業、それから石見中学校の改築

事業、そして道の駅の瑞穂の再整備事業であります。これらの起債の償還期限を３０

年として、今の世代では基金積み立てをせずに、すべてを将来世代で負担をするとい
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うような方針が、この財政運営についてではないかなと思っております。くどく言っ

ておりますが、現在の財政状況からすれば、この基金を減債基金を積んでしまうと、

ほかの事業するだけの余力がなくなってくるということで、これもやむを得ないかな

という気もしておりますが、本町の状況からしてですね、将来世代の負担を増やす財

政政策というものも、やむを得ないとはいいながらも、やはり縮小できるところは、

可能な限り規模の縮小をしていくべきじゃないかなというふうに思います。このなか

の大型事業の中で、医療教育の関連の事業、これについては非常に公共性も強く、将

来世代の負担とするということにも、私は異存はありませんが、もう一つの道の駅の

瑞穂の施設整備、これは、主に道路施設であって、休憩であるだとか、情報の発信、

あるいは地域の連携機能を有する施設というのが、この道の駅ではないだろうかなあ

というふうに思っております。本町も早くにですね、これは３０年ですか、立派な冊

子を作って、構想の中身も本当に素晴らしく、償還までみな書いてあるというものが

できておりますが、逆にいうと、この計画ほとんど没にして新しく、位置にしても膨

大な位置変更になってきたりというように、１２地区を結ぶというところが、なんと

なくこの計画のなかでは見えてこなくなってきている。そこで、大型事業によって発

生する起債を、道の駅も含めてですね、すべてを将来世代の負担とするという計画も

示されたわけですが、私は可能な限り、先ほども言いましたように、この財政の負担

を縮小するような事業の見直しというものも、行っていく必要があるんじゃないだろ

うかと思いますが、そのあたりの考えはいかがですか。答弁をお願いします。

○白須財務課長（白須寿） 議長、番外。

●石橋議長（石橋純二） 白須財務課長。

○白須財務課長（白須寿） 現在、計画しております大型事業、先ほど議員紹介い

ただきました三つの事業でございますが、これについて可能な限り財政負担を縮小す

る方向で、見直しをとの御意見をいただきました。大型事業につきましては、財政硬

直化の危惧への対応という面から、また、邑南町のまちづくりの礎となるもので、将

来長きにわたり、町民が恩恵を受けるものと判断しまして、将来世代にも一定の負担

をという考えから、独自の財政運営ルールとしていた、減債基金への３０％部分の積

み立てを行わない、また、償還期間を１２年をから３０年とするという方針を示しま

した。この方針を示すにあたりましては、当然のこととしまして、最小の経費で最大

の効果をという視点で、事業の計画から、設計段階、あるいは工事の実施段階、それ
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ぞれの各段階で、不断の検討、あるいは検証を行なうことや、負担金や補助金等の特

定財源を確保し、一般財源の負担を極力減らす努力を行うということが大前提として

ございます。したがって、各事業においては、現在、可能な限り財政負担を縮小する

方向で、それぞれ見直しが行われているというふうに考えております。

○田村地域みらい課長（田村哲） 議長、番外。

●石橋議長（石橋純二） 田村地域みらい課長。

○田村地域みらい課長（田村哲） 道の駅の再整備についての、御質問もがありま

したので、私の方から申し上げたいというふうに思います。再整備について、町の負

担を軽くする必要があるんじゃないかという御意見でございます。まず、基本的な考

えとしましては、地方自治体は、住民の福祉の増進を目的として、その業務は常に効

率的、かつ効果的に処理されなければならないということについては、地方自治法に

規定されておりまして、先ほど財務課長が申し上げましたように、最小の経費で最大

の効果をあげるということで、これについては、私どもも同じような考えを持ってい

る、ということでございます。過剰な財政投資を避けるべきという観点も同一でござ

います。そのなかで、議員御指摘のとおり、道の駅瑞穂の再整備事業については、大

型事業であるのは言うまでもありませんが、多くの事業費が必要となるということで

すが、町の負担を軽くするためには各種補助金をうまく使うということであるとか、

交付金を活用するということも必要になってくると思います。積算の段階で、現在も

基本計画の積算段階ですけども、随時、必要性を検討して、過大な施設整備にならな

いよう見極めながら、必要であれば見直しをその都度行っているということで、事業

費を抑えていくという考えには、かわりないということでございます。

●宮田議員（宮田博） 議長。

●石橋議長（石橋純二） 宮田議員。

●宮田議員（宮田博） コメントは、のちほどさせていただきたいと思いますが。

もう１点、町長さんにもお伺いがしたいんですが、いわゆる本件のような大型事業を

進めるという段階では、いろんな角度から今も答弁にもありましたが、財務の分析、

できるだけこう補助金をたくさんいただけるようなものにシフトしていくというよ
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うなことも、大事であると思います。ただ、事業の中身大型だからすべて将来世代っ

ていうことでなしに、先ほどらい申し上げているように、その事業の特性からみて、

これはまだ現世代でもっと負担すべきじゃないかとか、これはもっと将来負担に、こ

れはしてもいいんじゃないかというような、負担の分担。これが、本当に適切である

かどうかという、検証もしっかりとする必要があるんじゃないあかなと思います。こ

の大型事業にかかる起債の、今はすべてを将来世代の負担とするということでの、７

月の説明があってはいますが、世代間、これが本当に公平性が保たれているのかとい

うこともですね、この事業の取組みにあっては、今から、まだ縮小できるところは、

縮小するというふうなコメントもありましたが、それともう一つは、行財政の改善改

革というものも、くどいようですがあわせて進めていかなければならないが、このあ

たりを取組をどのように進めていかれる予定なのか、町長の御見解をお願いいたしま

す。

○石橋町長（石橋良治） 議長、番外。

●石橋議長（石橋純二） 石橋町長。

○石橋町長（石橋良治） 道の駅のことにつきましては、世代間の負担の公平性と

いう観点から、いろいろ御指摘もいただいておりますけども、一方ではあれを整備す

ることによって、町内の経済がまわってくるということも、私は、是非やらなきゃい

けないと思っています。そのことが、ひいては収益を生んでくる、所得が上がってく

る、そして、今の子供さん達にも、それがいい影響をおよぼしてくるというような、

将来の可能性も含めてですね、やっぱりやっていきたいなというふうに思っておりま

すし、それから、今県と一体型という形でやっております。それは、おそらく県もこ

の道の駅再整備が必要だなということを、お認めになったからこそですね、県も応分

の負担を出してですね、一体型でやろうということを、知事もおっしゃっていますの

で、私としてはできるだけ応分の負担については、県に対しても今後も求めていきた

いなというふうに、思っておりまして、必要な機能を確保しながらも、おっしゃるよ

うな無駄をなくすというようなことの御視点を得ながら、道の駅再整備もやっていき

たいなというふうに、思っています。いずれにしましても、大型事業が続くわけであ

りますが、可能な限りですね、特定財源というものを、確保していきながら一般財源

の負担を、極力抑えていくということを、研究していきながら、また、財政面では財

務課長が言いましたように、起債の償還について特例的な取り扱いをぜひしていって
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ですね、財政の平準化いうものをですね、やっていきたいなというふうに思います。

その平準化の話でありますけども、やはり、大型事業をやることによって、今、様々

な住民の方々の生活に密着した要求について、数年間はストップするというようなこ

とは、ぜひとも避けなきゃいけません。ですから、その平準化やることによってです

ね、一方では大型事業、しっかりやりながら、一方では、住民の皆さん方の生活に密

着した、要望をこたえていくということを、当然やっていくということで、ぜひ御理

解をいただきたいと思います。さらには、行財政改革ということを、進めているとこ

ろでありますが、これも行政が携わっている仕事のみをですね、改善していくという

ことではなくて、やっぱり住民目線で行財政改革をどうやっていくかということを、

ぜひ考えていかなきゃいけないと思います。したがって、そういう意味でも、この４

月から情報みらい創造課というものを立ち上げて、国あげてやっているデジタルとい

う問題についても、住民目線での行革ということを、進めていきたいための課でござ

いますので、そういうことを、課長にも申しているということであります。そういう

ことを踏まえながら、この令和４年度の当初予算の編成作業も、ぼちぼち始まってく

るわけですが、予算編成についても、可能な限り御指摘なことも踏まえながら工夫を

して、あるいは従来のような考え方を少し変えていくなかでですね、当初予算に、住

民の方々の期待にこたえられるような、予算編成をしていきたいというふうに、決意

しているところでございます。

●宮田議員（宮田博） 議長。

●石橋議長（石橋純二） 宮田議員。

●宮田議員（宮田博） 私は町の一般の事業が、いろんな大型事業をやるというこ

とから、削減される、先送りになる。例えば、井原地区でも要望しております公民館

の建設等についても、これをまずやらないと、次の事業に取り組めないというような

お話も、以前あったと記憶しておりますので、そういったことがあってはならない。

だからこそ行財政の改善、あるいは今やろうとしている大きな事業の見直しをして、

今やらなければいけない、１０００からある事務事業、もちろんこれも見直しも図っ

ていただきたいものもたくさんありますが、これらもあわせて進められるような、町

の財政の運営が望ましいということで、御見解を伺ったところでございます。今の町

長のお考え、是非とも進めていただいて、安定した町政の運営になるようにしていた

だくということをお願いして、この項を終わりたいと思います。もう１点、質問通告
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いたしておりますが、ため池の管理と整備についてということで、実は、邑南町もほ

んとにたくさんのため池を有しております。確か４３０あまりあるんじゃないかなあ

と思いますが、先般ある新聞の報道で、県内の７月豪雨で、県内で２８か所もため池

が決壊して、被害が発生したというふうになっております。県のホームページで探し

たんですが、なかなかよう見つけませんでしたが、本町では、確かため池の決壊の被

害っていうのは、聞いてないような気がいたしますので、なかったのかなあと思って

おりますが、しかし、なかなか所有者がわからない、４００何ぼもあればですね、現

在使われていないとかいうところがたくさんあるんじゃないでしょうか。今新聞でも

ありましたし、いわゆる管理者が不在、誰が管理しておられるのかわからないという

ような、ため池もたくさんあるんじゃないかなと思いますし、それから、昨今、数十

年に一度という言われるような大規模な災害。これが数十年でなくしてですね、数年

に一度というような短いサイクルでも、発生しているような状況でございます。今回

決算審査のなかで、現地踏査をさせていただきました。ここは、事業名は農業用水路

等長寿化防災、減災事業という事業名でございますが、矢上地区あたりになるところ

なんですが、水晶ため池廃止工事。工事費が５００万４，０００円。これが全額国庫

補助でできる事業ということですね、非常にいいあれじゃないだろうかなと、今のよ

うに財政がなくてもこういう事業なら、どんどん進めていただきたいなといいながら

も、建設課も１００以上の事業をかかえておって、なかなか大変だと思いますが、邑

南町に私４３３というふうに調べたらあったと思うんですが、そういった重点的なた

め池の数と、それから管理状況、そして気候変動を先ほど言いましたように、考慮し

てできければ国のお金で自主財源を使わずに、町の財源を使わずに事業ができるとい

うものは、どんどん取り組んでいってほしいと思うんですが。取組の状況、考え方、

どうでしょうか。答弁をお願いします。

○上田建設課長（上田修） 議長、番外。

●石橋議長（石橋純二） 上田建設課長。

○上田建設課長（上田修） ため池の実態と管理整備について、本町に存在する防

災重点農業用ため池の数と管理等の状況、あるいは、今後の整備の計画についての御

質問でございます。はじめに、防災重点農業用ため池について、御説明を申し上げま

す。これは、四つの基準により、島根県知事が指定をするものでございます。一つ目

としましては、当該農業用ため池の決壊により浸水が想定される区域、これを浸水区
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域と申しますけれども、このうち農業用ため池からの水平距離１００メートル未満の

区域に、住宅等が存在するというのが１点目でございます。２点目でございますけど

も、ため池が貯水する容量でございますけれども、これが１，０００立方メートル以

上あり、かつ浸水区域のうち、農業用ため池から水平距離が５００メートル未満の区

域に、住宅等が存在するというのが２点目でございます。３点目は、ため池の貯水す

る容量が５，０００立方メートル以上であり、かつ浸水区域に住宅等が存在するとい

うことでございます。４点目は、先ほど申し上げた３点のほかにですね、農林水産省

令で定める要件というのがございますけれども、そういったもので、島根県知事が指

定をしているものでございます。次にため池の数でございますけども、先ほど宮田議

員、四百数十か所というふうにおっしゃられましたけども、邑南町のため池台帳って

いうのがございます。この台帳はですね、貯水量が１００立方メートル以上のため池

の台帳としてありますけれども、その台帳によりますと、邑南町内には３１２のため

池がございます。このうち防災重点農業用ため池の数が、今現在で６７か所が指定を

されております。このうち廃止工事を行ったものは箇所は、先ほど宮田議員さんも御

紹介いただきましたけども、１か所ございます。また、現在廃止工事の実施中のもの

が、４か所でございます。続いて管理状況でございますけれども、３１２のため池全

ての管理状況を承知しているわけではございませんけれども、令和元年１２月末まで

に提出期限となっておりました、ため池の届出書というのがございますけども、この

届出書の管理の欄に記載されていた内容を紹介しますと、春と秋の年２回の点検や草

刈りを行っているというのが最もおおございました。また、ほかには用水路を整備し

たということで、ため池が利用をしていないということがございました。いずれにし

ましても、それぞれのため池の管理者によりまして、管理をされておられるものと思

っております。続いて、国費等を活用した整備強化のことについて御説明申し上げま

す。ため池の整備強化、又は廃止の事業計画でございますけれども、防災重点農業用

ため池の事業についてはですね、既に使用をされてない防災重点農業用ため池につき

ましては、先ほど宮田議員さんも御紹介いただきましたけども、国の費用によって廃

止をすることが可能となります。この場合は地元の負担は不要となります。この事業

につきましては、令和１２年度までとなっておりますので、今後はため池の管理者に

対しまして、廃止の要望を取りまとめることとしております。また、廃止を希望され

ないため池でございますけども、現在島根県において耐震や洪水調査っていうのを、

行っていただいております。この調査は令和６年度までに完了をしていただく予定と

なっております。その結果を、健全、経過観察が必要、あるいは防災工事が必要であ

るという分類を行うこととしておりまして、健全以外のため池につきましては、管理
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者と今後の対応について協議をさせていただきたいと、考えております。また、防災

重点農業用ため池に指定されていないため池についてでございますけれども、耐震や

洪水調査が行われませんけれども、先ほど御紹介いただきました国の事業等ですね、

あるいは県のため池安全確保事業などで改修等ができますので、個別に協議を行って

いきといというふうに考えております。

●石橋議長（石橋純二） 残り時間がわずかとなっております。

●宮田議員（宮田博） 議長。

●石橋議長（石橋純二） 宮田議員。

●宮田議員（宮田博） 途中でも申しましたが、本当に１００を超えるというよう

な事務事業、それから行財政の改善改革をしなさいと言っときながら、また新規の事

業には積極的に取り組めと、非常になんか、しゃっべとります私の方も矛盾しとるか

なあという気もいたしますが、やはりそれが内部統制でもあり、事務事業の見直し

等々でもあろうかなというふうな気もいたします。特に、財政が厳しいんであれば、

そういった補助金の事業というのは、もう積極的に私は最優先で、これが令和１２年

までといいましても、調査等々すれば、すぐやってくるというようなことであろうか

と思いますので、積極的に進めていただきたいなと思います。新聞でも、農家以外も

将来像を語りましょうよと、というのが、一つはため池が今の貯水だけでなしに、例

えば井原の公民館上部にありますのは、そこでヒキガエルがすごく繁殖して、これが

珍しくてたくさん見に来られるというようなことやら、そういった生態系のことも、

いろんな角度であろうかなと思いますので、そのあたりは、調査も進められていると

思いますから、調査をしっかりとしていただいて、くどいようですが、自費のいらな

い事業については、積極的に進めていただきたいということをお願いいたしまして、

今回の一般質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。

●石橋議長（石橋純二） 以上で宮田議員の一般質問は終了いたしました。ここで

暫時休憩とさせていただきます。

―― 午後３時28分 休憩 ――
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―― 午後３時29分 再開 ――

～～～～～～～～○～～～～～～～～

散会宣告

●石橋議長（石橋純二） 再開をいたします。本日は、これにて散会とさせていた

だきます。御苦労様でございました。

―― 午後３時29分 散会 ――


